
JP 2009-129007 A 2009.6.11

10

(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】売上計上及び仕入れ計上を早くでき、商流と物
流の一致を図った納品書発行代行システム及び方法を提
供する。
【解決手段】納品書発行代行システムは、販売者に代わ
って納品書を代行発行するため、代理店認識機能と、注
文情報受信機能と、注文情報に基づき販売者を選択する
販売者選択機能とを備え、販売者ルート特定手段と、販
売者名の下に発行する、顧客向けの納品書フォーマット
データ及び販売者に対して元販売者名の下に発行する販
売者向けの納品書フォーマットデータを受信する納品書
発行手段と、元販売者より販売者名の下に顧客向けの納
品書及び元販売者名の下に販売者向けの納品書を代行発
行する、納品書代行発行手段と、元販売者により商品を
抽出し、納品先を特定する情報に基づき、発行された顧
客向けの納品書とともに抽出された商品を顧客のもとに
配送するために、商品の納品ルートを特定する商品の納
品ルート特定手段とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　元販売者が、顧客から商品の納品先を特定する情報を含む注文情報を受けた代理店サー
バーを備える販売者たる代理店より、納品書の発行及び商品の配送を受注する場合におい
て、前記注文情報に基づき、元販売者が取引する複数の販売者から選択された一の販売者
を介して納品先に商品を納品する場合に、前記元販売者が、販売者に代わって納品書を発
行する、納品書発行代行システムであって、
　前記代理店サーバーから発注された前記注文情報を受信する際に、前記代理店を認識す
る代理店認識機能と、
　前記注文情報を受信する注文情報受信機能と、
　前記注文情報に基づき、前記元販売者が取引する複数の販売者の中から一の販売者を選
択する販売者選択機能とを備える、販売者ルート特定手段と、
　前記顧客に対して前記選択された販売者の名の下に発行するように構成した前記顧客向
けの納品書フォーマットデータ及び前記販売者に対して元販売者の名の下に発行するよう
に構成した販売者向けの納品書フォーマットデータを、通信回線を介して受信する、納品
書発行手段と、
　前記受信された前記顧客向けの納品書フォーマットデータを抽出し、前記注文情報（前
記納品先を特定する情報を除く）に基づき、前記元販売者のもとより前記販売者の名の下
に前記顧客向けの納品書を代行発行する、販売者納品書代行発行機能と、
　前記受信された前記販売者向けの納品書フォーマットデータを抽出し、前記注文情報（
前記納品先を特定する情報を除く）に基づき、前記元販売者のもとより前記元販売者の名
の下に前記販売者向けの納品書を代行発行する、元販売者納品書代行発行機能のうち、い
ずれかの納品書代行発行機能を備える、納品書代行発行手段と、
　元販売者により前記注文情報に基づき、取り揃えた商品群の中から商品を抽出し、前記
納品先を特定する情報に基づき、前記発行された前記顧客向けの納品書とともに前記抽出
された商品を顧客のもとに配送するために、商品の納品ルートを特定する商品の納品ルー
ト特定手段とを備える、納品書発行代行システム。
【請求項２】
　元販売者が、顧客から商品の納品先を特定する情報を含む注文情報を受けた代理店サー
バーを備える代理店より、納品書の発行及び商品の配送を受注する場合において、前記注
文情報に基づき、前記代理店が取引する複数の小売店から選択された一の小売店を介して
納品先に商品を納品する場合に、前記元販売者が、前記小売店及び／又は前記代理店に代
わって納品書を発行する、納品書発行代行システムであって、
　前記代理店サーバーから発注された前記注文情報を受信する際に、前記代理店を認識す
る代理店認識機能と、
　前記注文情報を受信する注文情報受信機能と、
　前記注文情報に基づき、前記代理店が取引する複数の小売店から一の小売店を選択する
小売店選択機能とを備える、販売ルート特定手段と、
　前記顧客に対して前記選択された小売店の名の下に発行するように構成した前記顧客向
けの納品書フォーマットデータ及び前記選択された小売店に対して前記代理店の名の下に
発行するように構成した前記選択された小売店向けの納品書フォーマットデータを、通信
回線を介して受信する、納品書発行手段と、
　前記受信された前記顧客向けの納品書フォーマットデータを抽出し、前記注文情報（前
記納品先を特定する情報を除く）に基づき、前記元販売者のもとより前記小売店の名の下
に前記顧客向けの納品書を代行発行する、小売店納品書代行発行機能と、
　前記受信された前記選択された小売店向けの納品書フォーマットデータを抽出し、前記
注文情報（前記納品先を特定する情報を除く）に基づき、前記元販売者のもとより前記代
理店の名の下に前記小売店の納品書を代行発行する、代理店納品書代行発行機能と、
　代理店向けの納品書フォーマットデータを抽出し、前記注文情報（前記納品先を特定す
る情報を除く）に基づき、前記元販売者のもとより前記元販売者の名の下に前記代理店向
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けの納品書を代行発行する、元販売者納品書代行発行機能のうち、少なくとも一つの納品
書代行発行機能を備える、納品書代行発行手段と、
　元販売者により前記注文情報に基づき、取り揃えた商品群の中から商品を抽出し、前記
納品先を特定する情報に基づき、前記発行された前記顧客向けの納品書とともに前記抽出
された商品を顧客のもとに配送するために、商品の納品ルートを特定する商品の納品ルー
ト特定手段とを備える、納品書発行代行システム。
【請求項３】
　元販売者が、小売店から商品の納品先を特定する情報を含む注文情報を受けた代理店サ
ーバーを備える代理店より、納品書の発行及び商品の配送を受注する場合において、前記
注文情報に基づき、前記元販売者が、前記代理店に代わって納品書を発行する、納品書発
行代行システムであって、
　前記代理店サーバーから発注された前記注文情報を受信する際に、前記小売店及び前記
代理店を認識する認識機能と、
　前記注文情報を受信する注文情報受信機能とを備える、販売ルート特定手段と、
　前記小売店に対して前記代理店の名の下に発行するように構成した前記小売店向けの納
品書フォーマットデータを、通信回線を介して受信する、納品書発行手段と、
　前記受信された前記小売店向けの納品書フォーマットデータを抽出し、前記注文情報（
前記納品先を特定する情報を除く）に基づき、前記元販売者のもとより前記代理店の名の
下に前記小売店向けの納品書を代行発行する、代理店納品書代行発行機能と、
　代理店向けの納品書フォーマットデータを抽出し、前記注文情報（前記納品先を特定す
る情報を除く）に基づき、前記元販売者のもとより前記元販売者の名の下に前記代理店向
けの納品書を代行発行する、元販売者納品書代行発行機能のうち、いずれかの納品書代行
発行機能を備える、納品書代行発行手段と、
　元販売者により前記注文情報に基づき、取り揃えた商品群の中から商品を抽出し、前記
納品先を特定する情報に基づき、前記発行された前記小売店向けの納品書とともに前記抽
出された商品を小売店のもとに配送するために商品の納品ルートを特定する商品の納品ル
ート特定手段とを備える、納品書発行代行システム。
【請求項４】
　前記販売ルート特定手段は、
　前記販売ルート特定手段により特定される販売ルートを、販売ルート情報として管理す
る機能を備えることを特徴とする、請求項１ないし請求項３のいずれかに記載の納品書発
行代行システム。
【請求項５】
　前記管理する機能は、
　前記販売ルート情報を、前記顧客向けの納品書フォーマットデータ、前記小売店向けの
納品書フォーマットデータ、前記代理店向けの納品書フォーマットデータのうち、少なく
ともいずれか一つと関連付けて管理する機能を備えることを特徴とする、請求項４に記載
の納品書発行代行システム。
【請求項６】
　前記管理する機能は、
　前記販売ルート情報を、前記注文情報に記載の商品における顧客向け単価、小売店向け
単価、代理店向け単価のうち、少なくともいずれか一つと関連付けて管理する機能を備え
ることを特徴とする、請求項４または請求項５に記載の納品書発行代行システム。
【請求項７】
　前記納品書発行代行システムは、
　前記顧客の情報を記録する顧客情報記録手段と、
　前記顧客向け代行発行納品書データフォーマットに記載された商品単価情報に基づく売
り上げ情報を管理し記録する売り上げ情報管理手段とを備え、
　前記売り上げ情報管理手段は、
　前記記録された顧客の情報と前記売り上げ情報とからマーケティング情報を抽出し、管
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理する機能を備えることを特徴とする、請求項１ないし請求項６のいずれかに記載の納品
書発行代行システム。
【請求項８】
　元販売者が、顧客から商品の納品先を特定する情報を含む注文情報を受けた代理店サー
バーを備える販売者たる代理店より、納品書の発行及び商品の配送を受注する場合におい
て、前記注文情報に基づき、元販売者が取引する複数の販売者から選択された一の販売者
を介して納品先に商品を納品する場合に、前記元販売者が、販売者に代わって納品書を発
行する、納品書発行代行方法であって、
　前記代理店サーバーから発注された前記注文情報を受信する際に、前記代理店を認識す
る代理店認識ステップと、
　前記注文情報を受信する注文情報受信ステップと、
　前記注文情報に基づき、前記元販売者が取引する複数の販売者の中から一の販売者を選
択する販売者選択ステップとを備える、販売者ルート特定ステップと、
　前記顧客に対して前記選択された販売者の名の下に発行するように構成した前記顧客向
けの納品書フォーマットデータ及び前記販売者に対して元販売者の名の下に発行するよう
に構成した販売者向けの納品書フォーマットデータを、通信回線を介して受信する、納品
書発行ステップと、
　前記受信された前記顧客向けの納品書フォーマットデータを抽出し、前記注文情報（前
記納品先を特定する情報を除く）に基づき、前記元販売者のもとより前記販売者の名の下
に前記顧客向けの納品書を代行発行する、販売者納品書代行発行ステップと、
　前記受信された前記販売者向けの納品書フォーマットデータを抽出し、前記注文情報（
前記納品先を特定する情報を除く）に基づき、前記元販売者のもとより前記元販売者の名
の下に前記販売者向けの納品書を代行発行する、元販売者納品書代行発行ステップのうち
、いずれかの納品書代行発行ステップを備える、納品書代行発行ステップと、
　元販売者により前記注文情報に基づき、取り揃えた商品群の中から商品を抽出し、前記
納品先を特定する情報に基づき、前記発行された前記顧客向けの納品書とともに前記抽出
された商品を顧客のもとに配送するために、商品の納品ルートを特定する商品の納品ルー
ト特定ステップとを備える、納品書発行代行方法。
【請求項９】
　元販売者が、顧客から商品の納品先を特定する情報を含む注文情報を受けた代理店サー
バーを備える代理店より、納品書の発行及び商品の配送を受注する場合において、前記注
文情報に基づき、前記代理店が取引する複数の小売店から選択された一の小売店を介して
納品先に商品を納品する場合に、前記元販売者が、前記小売店及び／又は前記代理店に代
わって納品書を発行する、納品書発行代行方法であって、
　前記代理店サーバーから発注された前記注文情報を受信する際に、前記代理店を認識す
る代理店認識ステップと、
　前記注文情報を受信する注文情報受信ステップと、
　前記注文情報に基づき、前記代理店が取引する複数の小売店から一の小売店を選択する
小売店選択ステップとを備える、販売ルート特定ステップと、
　前記顧客に対して前記選択された小売店の名の下に発行するように構成した前記顧客向
けの納品書フォーマットデータ及び前記選択された小売店に対して前記代理店の名の下に
発行するように構成した前記選択された小売店向けの納品書フォーマットデータを、通信
回線を介して受信する、納品書発行ステップと、
　前記受信された前記顧客向けの納品書フォーマットデータを抽出し、前記注文情報（前
記納品先を特定する情報を除く）に基づき、前記元販売者のもとより前記小売店の名の下
に前記顧客向けの納品書を代行発行する、小売店納品書代行発行ステップと、
　前記受信された前記選択された小売店向けの納品書フォーマットデータを抽出し、前記
注文情報（前記納品先を特定する情報を除く）に基づき、前記元販売者のもとより前記代
理店の名の下に前記小売店の納品書を代行発行する、代理店納品書代行発行ステップと、
　代理店向けの納品書フォーマットデータを抽出し、前記注文情報（前記納品先を特定す
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る情報を除く）に基づき、前記元販売者のもとより前記元販売者の名の下に前記代理店向
けの納品書を代行発行する、元販売者納品書代行発行ステップのうち、少なくとも一つの
納品書代行発行ステップを備える、納品書代行発行ステップと、
　元販売者により前記注文情報に基づき、取り揃えた商品群の中から商品を抽出し、前記
納品先を特定する情報に基づき、前記発行された前記顧客向けの納品書とともに前記抽出
された商品を顧客のもとに配送するために、商品の納品ルートを特定する商品の納品ルー
ト特定手段とを備える、納品書発行代行方法。
【請求項１０】
　元販売者が、小売店から商品の納品先を特定する情報を含む注文情報を受けた代理店サ
ーバーを備える代理店より、納品書の発行及び商品の配送を受注する場合において、前記
注文情報に基づき、前記元販売者が、前記代理店に代わって納品書を発行する、納品書発
行代行方法であって、
　前記代理店サーバーから発注された前記注文情報を受信する際に、前記小売店及び前記
代理店を認識する認識ステップと、
　前記注文情報を受信する注文情報受信ステップとを備える、販売ルート特定ステップと
、
　前記小売店に対して前記代理店の名の下に発行するように構成した前記小売店向けの納
品書フォーマットデータを、通信回線を介して受信する、納品書発行ステップと、
　前記受信された前記小売店向けの納品書フォーマットデータを抽出し、前記注文情報（
前記納品先を特定する情報を除く）に基づき、前記元販売者のもとより前記代理店の名の
下に前記小売店向けの納品書を代行発行する、代理店納品書代行発行ステップと、
　代理店向けの納品書フォーマットデータを抽出し、前記注文情報（前記納品先を特定す
る情報を除く）に基づき、前記元販売者のもとより前記元販売者の名の下に前記代理店向
けの納品書を代行発行する、元販売者納品書代行発行ステップのうち、いずれかの納品書
代行発行ステップを備える、納品書代行発行ステップと、
　元販売者により前記注文情報に基づき、取り揃えた商品群の中から商品を抽出し、前記
納品先を特定する情報に基づき、前記発行された前記小売店向けの納品書とともに前記抽
出された商品を小売店のもとに配送するために商品の納品ルートを特定する商品の納品ル
ート特定ステップとを備える、納品書発行代行方法。
【請求項１１】
　前記販売ルート特定ステップは、
　前記販売ルート特定ステップにより特定される販売ルートを、販売ルート情報として管
理するステップを備えることを特徴とする、請求項８ないし請求項１０のいずれかに記載
の納品書発行代行方法。
【請求項１２】
　前記管理するステップは、
　前記販売ルート情報を、前記顧客向けの納品書フォーマットデータ、前記小売店向けの
納品書フォーマットデータ、前記代理店向けの納品書フォーマットデータのうち、少なく
ともいずれか一つと関連付けて管理するステップを備えることを特徴とする、請求項１１
に記載の納品書発行代行方法。
【請求項１３】
　前記管理するステップは、
　前記販売ルート情報を、前記注文情報に記載の商品における顧客向け単価、小売店向け
単価、代理店向け単価のうち、少なくともいずれか一つと関連付けて管理するステップを
備えることを特徴とする、請求項１１または請求項１２に記載の納品書発行代行方法。
【請求項１４】
　前記納品書発行代行方法は、
　前記顧客の情報を記録するステップと、
　前記顧客向け代行発行納品書データフォーマットに記載された商品単価情報に基づく売
り上げ情報を管理し記録するステップとを備え、
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　前記売り上げ情報管理し記録するステップは、
　前記記録された顧客の情報と前記売り上げ情報とからマーケティング情報を抽出し、管
理するステップを備えることを特徴とする、請求項８ないし請求項１３のいずれかに記載
の納品書発行代行方法。
【請求項１５】
　元販売者が、顧客から商品の納品先を特定する情報を含む注文情報を受けた代理店サー
バーを備える販売者たる代理店より、納品書の発行及び商品の配送を受注する場合におい
て、前記注文情報に基づき、元販売者が取引する複数の販売者から選択された一の販売者
を介して納品先に商品を納品する場合に、前記元販売者が、販売者に代わって納品書を発
行するサーバプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体であって、
　前記代理店サーバーから発注された前記注文情報を受信する際に、前記代理店を認識す
る代理店認識機能と、
　前記注文情報を受信する注文情報受信機能と、
　前記注文情報に基づき、前記元販売者が取引する複数の販売者の中から一の販売者を選
択する販売者選択機能とを備える、販売者ルート特定手段と、
　前記顧客に対して前記選択された販売者の名の下に発行するように構成した前記顧客向
けの納品書フォーマットデータ及び前記販売者に対して元販売者の名の下に発行するよう
に構成した販売者向けの納品書フォーマットデータを、通信回線を介して受信する、納品
書発行手段と、
　前記受信された前記顧客向けの納品書フォーマットデータを抽出し、前記注文情報（前
記納品先を特定する情報を除く）に基づき、前記元販売者のもとより前記販売者の名の下
に前記顧客向けの納品書を代行発行する、販売者納品書代行発行機能と、
　前記受信された前記販売者向けの納品書フォーマットデータを抽出し、前記注文情報（
前記納品先を特定する情報を除く）に基づき、前記元販売者のもとより前記元販売者の名
の下に前記販売者向けの納品書を代行発行する、元販売者納品書代行発行機能のうち、い
ずれかの納品書代行発行機能を備える、納品書代行発行手段と、
　元販売者により前記注文情報に基づき、取り揃えた商品群の中から商品を抽出し、前記
納品先を特定する情報に基づき、前記発行された前記顧客向けの納品書とともに前記抽出
された商品を顧客のもとに配送するために、商品の納品ルートを特定する商品の納品ルー
ト特定手段、
　としてコンピュータを機能させることを特徴とするサーバプログラムを記録したコンピ
ュータ読み取り可能な記録媒体。
【請求項１６】
　元販売者が、顧客から商品の納品先を特定する情報を含む注文情報を受けた代理店サー
バーを備える代理店より、納品書の発行及び商品の配送を受注する場合において、前記注
文情報に基づき、前記代理店が取引する複数の小売店から選択された一の小売店を介して
納品先に商品を納品する場合に、前記元販売者が、前記小売店及び／又は前記代理店に代
わって納品書を発行するサーバプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒
体であって、
　前記代理店サーバーから発注された前記注文情報を受信する際に、前記代理店を認識す
る代理店認識機能と、
　前記注文情報を受信する注文情報受信機能と、
　前記注文情報に基づき、前記代理店が取引する複数の小売店から一の小売店を選択する
小売店選択機能とを備える、販売ルート特定手段と、
　前記顧客に対して前記選択された小売店の名の下に発行するように構成した前記顧客向
けの納品書フォーマットデータ及び前記選択された小売店に対して前記代理店の名の下に
発行するように構成した前記選択された小売店向けの納品書フォーマットデータを、通信
回線を介して受信する、納品書発行手段と、
　前記受信された前記顧客向けの納品書フォーマットデータを抽出し、前記注文情報（前
記納品先を特定する情報を除く）に基づき、前記元販売者のもとより前記小売店の名の下
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に前記顧客向けの納品書を代行発行する、小売店納品書代行発行機能と、
　前記受信された前記選択された小売店向けの納品書フォーマットデータを抽出し、前記
注文情報（前記納品先を特定する情報を除く）に基づき、前記元販売者のもとより前記代
理店の名の下に前記小売店の納品書を代行発行する、代理店納品書代行発行機能と、
　代理店向けの納品書フォーマットデータを抽出し、前記注文情報（前記納品先を特定す
る情報を除く）に基づき、前記元販売者のもとより前記元販売者の名の下に前記代理店向
けの納品書を代行発行する、元販売者納品書代行発行機能のうち、少なくとも一つの納品
書代行発行機能を備える、納品書代行発行手段と、
　元販売者により前記注文情報に基づき、取り揃えた商品群の中から商品を抽出し、前記
納品先を特定する情報に基づき、前記発行された前記顧客向けの納品書とともに前記抽出
された商品を顧客のもとに配送するために、商品の納品ルートを特定する商品の納品ルー
ト特定手段、
　としてコンピュータを機能させることを特徴とするサーバプログラムを記録したコンピ
ュータ読み取り可能な記録媒体。
【請求項１７】
　元販売者が、小売店から商品の納品先を特定する情報を含む注文情報を受けた代理店サ
ーバーを備える代理店より、納品書の発行及び商品の配送を受注する場合において、前記
注文情報に基づき、前記元販売者が、前記代理店に代わって納品書を発行するサーバプロ
グラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体であって、
　前記代理店サーバーから発注された前記注文情報を受信する際に、前記小売店及び前記
代理店を認識する認識機能と、
　前記注文情報を受信する注文情報受信機能とを備える、販売ルート特定手段と、
　前記小売店に対して前記代理店の名の下に発行するように構成した前記小売店向けの納
品書フォーマットデータを、通信回線を介して受信する、納品書発行手段と、
　前記受信された前記小売店向けの納品書フォーマットデータを抽出し、前記注文情報（
前記納品先を特定する情報を除く）に基づき、前記元販売者のもとより前記代理店の名の
下に前記小売店向けの納品書を代行発行する、代理店納品書代行発行機能と、
　代理店向けの納品書フォーマットデータを抽出し、前記注文情報（前記納品先を特定す
る情報を除く）に基づき、前記元販売者のもとより前記元販売者の名の下に前記代理店向
けの納品書を代行発行する、元販売者納品書代行発行機能のうち、いずれかの納品書代行
発行機能を備える、納品書代行発行手段と、
　元販売者により前記注文情報に基づき、取り揃えた商品群の中から商品を抽出し、前記
納品先を特定する情報に基づき、前記発行された前記小売店向けの納品書とともに前記抽
出された商品を小売店のもとに配送するために商品の納品ルートを特定する商品の納品ル
ート特定手段、
　としてコンピュータを機能させることを特徴とするサーバプログラムを記録したコンピ
ュータ読み取り可能な記録媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、納品書発行代行システム、サーバプログラムを記録したコンピュータ読み
取り可能な記録媒体及び納品書発行代行方法に関し、特に、例えば商品のカタログ販売時
における納品書の発行を販売者に代わり元販売者が代行するシステム、サーバプログラム
を記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体及び納品書発行代行方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、新聞や雑誌、テレビ、カタログ、インターネットのホームページなどで広告し、
郵便や電話、ファクシミリ、電子メール（Ｅメール）などで注文を受け、商品を配送する
通信販売において、顧客情報や物品の配送情報などの管理に有用なシステムとして、物品
配送情報管理システム及び方法が呈示されている。



(8) JP 2009-129007 A 2009.6.11

10

20

30

40

50

　多様な商品を品揃えして通信販売する形態では、商品の広告主であって顧客から商品購
入の注文を受けて顧客と売買契約を行う者（以下、受注業者という）と、受注業者から商
品の発送指示を受け、顧客へ商品を発送する者（以下、出荷業者という）が異なる場合が
ある。
　例えば、従来の流通過程において、元販売者は、顧客又は小売店より商品納入の注文を
受けた代理店からの発注を受ける態様で実施しており、注文された商品は、顧客又は小売
店へ発送される。
　ここで、代理店は、製造者がどのような商品を製造しているか、これから製造するかと
いう情報と、小売店においてどのような商品が売れているかという情報との双方を知りえ
る立場にある。従って、代理店は、商品の製造から消費に至る流通過程において重要な位
置を占めている。
　また、代理店は、複数の顧客又は小売店からまとめて注文を受けることで、注文を受け
た商品のうち共通の商品について、元販売者に対して一括して多量に注文をすることがで
きることから、単価を安価に設定することができる。
【０００３】
【特許文献１】特許第３６３９１８８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来のように、代理店からの注文により商品が納入される場合、商品の
価格の表示がなされていない出荷案内書が、販売される商品とともに顧客又は小売店のも
とに届き、顧客又は小売店のもとにおいては、商品が届けられても、その価格がわからな
いので、仕入れ計上がその時点ですることができない。
　そのため、現在、商流と物流の一致が望まれている。
　又、カタログによる販売をする代理店においては、カタログによる販売をする業者によ
って、納品書を発行し、顧客又は小売店に向けて直接代理店に代わって、納品書を発行し
、商品とともに納品書を届けられる商流と物流の一致した売り上げ計上ができることが望
まれている。
【０００５】
　それゆえに、この発明の主たる目的は、売り上げ計上及び仕入れ計上を早くすることが
でき、商流と物流の一致を図る事ができる納品書発行代行システム及びその方法を提供す
ることである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明にかかる納品書発行代行システムは、元販売者が、顧客から商品の納品先を特
定する情報を含む注文情報を受けた代理店サーバーを備える販売者たる代理店より、納品
書の発行及び商品の配送を受注する場合において、注文情報に基づき、元販売者が取引す
る複数の販売者から選択された一の販売者を介して納品先に商品を納品する場合に、元販
売者が、販売者に代わって納品書を発行する、納品書発行代行システムであって、代理店
サーバーから発注された注文情報を受信する際に、代理店を認識する代理店認識機能と、
注文情報を受信する注文情報受信機能と、注文情報に基づき、元販売者が取引する複数の
販売者の中から一の販売者を選択する販売者選択機能とを備える、販売者ルート特定手段
と、顧客に対して選択された販売者の名の下に発行するように構成した顧客向けの納品書
フォーマットデータ及び販売者に対して元販売者の名の下に発行するように構成した販売
者向けの納品書フォーマットデータを、通信回線を介して受信する、納品書発行手段と、
受信された顧客向けの納品書フォーマットデータを抽出し、注文情報（納品先を特定する
情報を除く）に基づき、元販売者のもとより販売者の名の下に顧客向けの納品書を代行発
行する、販売者納品書代行発行機能と、受信された販売者向けの納品書フォーマットデー
タを抽出し、注文情報（納品先を特定する情報を除く）に基づき、元販売者のもとより元
販売者の名の下に販売者向けの納品書を代行発行する、元販売者納品書代行発行機能のう
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ち、いずれかの納品書代行発行機能を備える、納品書代行発行手段と、元販売者により注
文情報に基づき、取り揃えた商品群の中から商品を抽出し、納品先を特定する情報に基づ
き、発行された顧客向けの納品書とともに抽出された商品を顧客のもとに配送するために
、商品の納品ルートを特定する商品の納品ルート特定手段とを備える、納品書発行代行シ
ステムである。
　この発明の請求項２にかかる納品書発行代行システムは、元販売者が、顧客から商品の
納品先を特定する情報を含む注文情報を受けた代理店サーバーを備える代理店より、納品
書の発行及び商品の配送を受注する場合において、注文情報に基づき、代理店が取引する
複数の小売店から選択された一の小売店を介して納品先に商品を納品する場合に、元販売
者が、小売店及び／又は代理店に代わって納品書を発行する、納品書発行代行システムで
あって、代理店サーバーから発注された注文情報を受信する際に、代理店を認識する代理
店認識機能と、注文情報を受信する注文情報受信機能と、注文情報に基づき、代理店が取
引する複数の小売店から一の小売店を選択する小売店選択機能とを備える、販売ルート特
定手段と、顧客に対して選択された小売店の名の下に発行するように構成した顧客向けの
納品書フォーマットデータ及び選択された小売店に対して代理店の名の下に発行するよう
に構成した選択された小売店向けの納品書フォーマットデータを、通信回線を介して受信
する、納品書発行手段と、受信された顧客向けの納品書フォーマットデータを抽出し、注
文情報（納品先を特定する情報を除く）に基づき、元販売者のもとより小売店の名の下に
顧客向けの納品書を代行発行する、小売店納品書代行発行機能と、受信された選択された
小売店向けの納品書フォーマットデータを抽出し、注文情報（納品先を特定する情報を除
く）に基づき、元販売者のもとより代理店の名の下に小売店の納品書を代行発行する、代
理店納品書代行発行機能と、代理店向けの納品書フォーマットデータを抽出し、注文情報
（納品先を特定する情報を除く）に基づき、元販売者のもとより元販売者の名の下に代理
店向けの納品書を代行発行する、元販売者納品書代行発行機能のうち、少なくとも一つの
納品書代行発行機能を備える、納品書代行発行手段と、元販売者により注文情報に基づき
、取り揃えた商品群の中から商品を抽出し、納品先を特定する情報に基づき、発行された
顧客向けの納品書とともに抽出された商品を顧客のもとに配送するために、商品の納品ル
ートを特定する商品の納品ルート特定手段とを備える、納品書発行代行システムである。
　この発明の請求項３にかかる納品書発行代行システムは、この元販売者が、小売店から
商品の納品先を特定する情報を含む注文情報を受けた代理店サーバーを備える代理店より
、納品書の発行及び商品の配送を受注する場合において、注文情報に基づき、元販売者が
、代理店に代わって納品書を発行する、納品書発行代行システムであって、代理店サーバ
ーから発注された注文情報を受信する際に、小売店及び代理店を認識する認識機能と、注
文情報を受信する注文情報受信機能とを備える、販売ルート特定手段と、小売店に対して
代理店の名の下に発行するように構成した小売店向けの納品書フォーマットデータを、通
信回線を介して受信する、納品書発行手段と、受信された小売店向けの納品書フォーマッ
トデータを抽出し、注文情報（納品先を特定する情報を除く）に基づき、元販売者のもと
より代理店の名の下に小売店向けの納品書を代行発行する、代理店納品書代行発行機能と
、代理店向けの納品書フォーマットデータを抽出し、注文情報（納品先を特定する情報を
除く）に基づき、元販売者のもとより元販売者の名の下に代理店向けの納品書を代行発行
する、元販売者納品書代行発行機能のうち、いずれかの納品書代行発行機能を備える、納
品書代行発行手段と、元販売者により注文情報に基づき、取り揃えた商品群の中から商品
を抽出し、納品先を特定する情報に基づき、発行された小売店向けの納品書とともに抽出
された商品を小売店のもとに配送するために商品の納品ルートを特定する商品の納品ルー
ト特定手段とを備える、納品書発行代行システムである。
　この発明の請求項４にかかる納品書発行代行システムにおいては、販売ルート特定手段
は、販売ルート特定手段により特定される販売ルートを、販売ルート情報として管理する
機能を備えることを特徴とする、請求項１ないし請求項３のいずれかに記載の納品書発行
代行システムである。
　この発明の請求項５にかかる納品書発行代行システムにおいては、管理する機能は、販
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売ルート情報を、顧客向けの納品書フォーマットデータ、小売店向けの納品書フォーマッ
トデータ、代理店向けの納品書フォーマットデータのうち、少なくともいずれか一つと関
連付けて管理する機能を備えることを特徴とする、請求項４に記載の納品書発行代行シス
テムである。
　この発明の請求項６にかかる納品書発行代行システムにおいては、管理する機能は、販
売ルート情報を、注文情報に記載の商品における顧客向け単価、小売店向け単価、代理店
向け単価のうち、少なくともいずれか一つと関連付けて管理する機能を備えることを特徴
とする、請求項４または請求項５に記載の納品書発行代行システムである。
　この発明の請求項７にかかる納品書発行代行システムにおいては、納品書発行代行シス
テムは、顧客の情報を記録する顧客情報記録手段と、顧客向け代行発行納品書データフォ
ーマットに記載された商品単価情報に基づく売り上げ情報を管理し記録する売り上げ情報
管理手段とを備え、売り上げ情報管理手段は、記録された顧客の情報と売り上げ情報とか
らマーケティング情報を抽出し、管理する機能を備えることを特徴とする、請求項１ない
し請求項６のいずれかに記載の納品書発行代行システムである。
　この発明の請求項８にかかる納品書発行代行方法は、元販売者が、顧客から商品の納品
先を特定する情報を含む注文情報を受けた代理店サーバーを備える販売者たる代理店より
、納品書の発行及び商品の配送を受注する場合において、注文情報に基づき、元販売者が
取引する複数の販売者から選択された一の販売者を介して納品先に商品を納品する場合に
、元販売者が、販売者に代わって納品書を発行する、納品書発行代行方法であって、代理
店サーバーから発注された注文情報を受信する際に、代理店を認識する代理店認識ステッ
プと、注文情報を受信する注文情報受信ステップと、注文情報に基づき、元販売者が取引
する複数の販売者の中から一の販売者を選択する販売者選択ステップとを備える、販売者
ルート特定ステップと、顧客に対して選択された販売者の名の下に発行するように構成し
た顧客向けの納品書フォーマットデータ及び販売者に対して元販売者の名の下に発行する
ように構成した販売者向けの納品書フォーマットデータを、通信回線を介して受信する、
納品書発行ステップと、受信された顧客向けの納品書フォーマットデータを抽出し、注文
情報（納品先を特定する情報を除く）に基づき、元販売者のもとより販売者の名の下に顧
客向けの納品書を代行発行する、販売者納品書代行発行ステップと、受信された販売者向
けの納品書フォーマットデータを抽出し、注文情報（納品先を特定する情報を除く）に基
づき、元販売者のもとより元販売者の名の下に販売者向けの納品書を代行発行する、元販
売者納品書代行発行ステップのうち、いずれかの納品書代行発行ステップを備える、納品
書代行発行ステップと、元販売者により注文情報に基づき、取り揃えた商品群の中から商
品を抽出し、納品先を特定する情報に基づき、発行された顧客向けの納品書とともに抽出
された商品を顧客のもとに配送するために、商品の納品ルートを特定する商品の納品ルー
ト特定ステップとを備える、納品書発行代行方法である。
　この発明の請求項９にかかる納品書発行代行方法は、元販売者が、顧客から商品の納品
先を特定する情報を含む注文情報を受けた代理店サーバーを備える代理店より、納品書の
発行及び商品の配送を受注する場合において、注文情報に基づき、代理店が取引する複数
の小売店から選択された一の小売店を介して納品先に商品を納品する場合に、元販売者が
、小売店及び／又は代理店に代わって納品書を発行する、納品書発行代行方法であって、
代理店サーバーから発注された注文情報を受信する際に、代理店を認識する代理店認識ス
テップと、注文情報を受信する注文情報受信ステップと、注文情報に基づき、代理店が取
引する複数の小売店から一の小売店を選択する小売店選択ステップとを備える、販売ルー
ト特定ステップと、顧客に対して選択された小売店の名の下に発行するように構成した顧
客向けの納品書フォーマットデータ及び選択された小売店に対して代理店の名の下に発行
するように構成した選択された小売店向けの納品書フォーマットデータを、通信回線を介
して受信する、納品書発行ステップと、受信された顧客向けの納品書フォーマットデータ
を抽出し、注文情報（納品先を特定する情報を除く）に基づき、元販売者のもとより小売
店の名の下に顧客向けの納品書を代行発行する、小売店納品書代行発行ステップと、受信
された選択された小売店向けの納品書フォーマットデータを抽出し、注文情報（納品先を
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特定する情報を除く）に基づき、元販売者のもとより代理店の名の下に小売店の納品書を
代行発行する、代理店納品書代行発行ステップと、代理店向けの納品書フォーマットデー
タを抽出し、注文情報（納品先を特定する情報を除く）に基づき、元販売者のもとより元
販売者の名の下に代理店向けの納品書を代行発行する、元販売者納品書代行発行ステップ
のうち、少なくとも一つの納品書代行発行ステップを備える、納品書代行発行ステップと
、元販売者により注文情報に基づき、取り揃えた商品群の中から商品を抽出し、納品先を
特定する情報に基づき、発行された顧客向けの納品書とともに抽出された商品を顧客のも
とに配送するために、商品の納品ルートを特定する商品の納品ルート特定手段とを備える
、納品書発行代行方法である。
　この発明の請求項１０にかかる納品書発行代行方法は、元販売者が、小売店から商品の
納品先を特定する情報を含む注文情報を受けた代理店サーバーを備える代理店より、納品
書の発行及び商品の配送を受注する場合において、注文情報に基づき、元販売者が、代理
店に代わって納品書を発行する、納品書発行代行方法であって、代理店サーバーから発注
された注文情報を受信する際に、小売店及び代理店を認識する認識ステップと、注文情報
を受信する注文情報受信ステップとを備える、販売ルート特定ステップと、小売店に対し
て代理店の名の下に発行するように構成した小売店向けの納品書フォーマットデータを、
通信回線を介して受信する、納品書発行ステップと、受信された小売店向けの納品書フォ
ーマットデータを抽出し、注文情報（納品先を特定する情報を除く）に基づき、元販売者
のもとより代理店の名の下に小売店向けの納品書を代行発行する、代理店納品書代行発行
ステップと、代理店向けの納品書フォーマットデータを抽出し、注文情報（納品先を特定
する情報を除く）に基づき、元販売者のもとより元販売者の名の下に代理店向けの納品書
を代行発行する、元販売者納品書代行発行ステップのうち、いずれかの納品書代行発行ス
テップを備える、納品書代行発行ステップと、元販売者により注文情報に基づき、取り揃
えた商品群の中から商品を抽出し、納品先を特定する情報に基づき、発行された小売店向
けの納品書とともに抽出された商品を小売店のもとに配送するために商品の納品ルートを
特定する商品の納品ルート特定ステップとを備える、納品書発行代行方法である。
　この発明の請求項１１にかかる納品書発行代行方法においては、販売ルート特定ステッ
プは、販売ルート特定ステップにより特定される販売ルートを、販売ルート情報として管
理するステップを備えることを特徴とする、請求項８ないし請求項１０のいずれかに記載
の納品書発行代行方法である。
　この発明の請求項１２にかかる納品書発行代行方法においては、管理するステップは、
販売ルート情報を、顧客向けの納品書フォーマットデータ、小売店向けの納品書フォーマ
ットデータ、代理店向けの納品書フォーマットデータのうち、少なくともいずれか一つと
関連付けて管理するステップを備えることを特徴とする、請求項１１に記載の納品書発行
代行方法である。
　この発明の請求項１３にかかる納品書発行代行方法においては、管理するステップは、
販売ルート情報を、注文情報に記載の商品における顧客向け単価、小売店向け単価、代理
店向け単価のうち、少なくともいずれか一つと関連付けて管理するステップを備えること
を特徴とする、請求項１１または請求項１２に記載の納品書発行代行方法である。
　この発明の請求項１４にかかる納品書発行代行方法においては、納品書発行代行方法は
、顧客の情報を記録するステップと、顧客向け代行発行納品書データフォーマットに記載
された商品単価情報に基づく売り上げ情報を管理し記録するステップとを備え、売り上げ
情報管理し記録するステップは、記録された顧客の情報と売り上げ情報とからマーケティ
ング情報を抽出し、管理するステップを備えることを特徴とする、請求項８ないし請求項
１３のいずれかに記載の納品書発行代行方法である。
　この発明の請求項１５にかかるコンピュータ読み取り可能な記録媒体は、元販売者が、
顧客から商品の納品先を特定する情報を含む注文情報を受けた代理店サーバーを備える販
売者たる代理店より、納品書の発行及び商品の配送を受注する場合において、注文情報に
基づき、元販売者が取引する複数の販売者から選択された一の販売者を介して納品先に商
品を納品する場合に、元販売者が、販売者に代わって納品書を発行するサーバプログラム
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を記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体であって、代理店サーバーから発注され
た注文情報を受信する際に、代理店を認識する代理店認識機能と、注文情報を受信する注
文情報受信機能と、注文情報に基づき、元販売者が取引する複数の販売者の中から一の販
売者を選択する販売者選択機能とを備える、販売者ルート特定手段と、顧客に対して選択
された販売者の名の下に発行するように構成した顧客向けの納品書フォーマットデータ及
び販売者に対して元販売者の名の下に発行するように構成した販売者向けの納品書フォー
マットデータを、通信回線を介して受信する、納品書発行手段と、受信された顧客向けの
納品書フォーマットデータを抽出し、注文情報（納品先を特定する情報を除く）に基づき
、元販売者のもとより販売者の名の下に顧客向けの納品書を代行発行する、販売者納品書
代行発行機能と、受信された販売者向けの納品書フォーマットデータを抽出し、注文情報
（納品先を特定する情報を除く）に基づき、元販売者のもとより元販売者の名の下に販売
者向けの納品書を代行発行する、元販売者納品書代行発行機能のうち、いずれかの納品書
代行発行機能を備える、納品書代行発行手段と、元販売者により注文情報に基づき、取り
揃えた商品群の中から商品を抽出し、納品先を特定する情報に基づき、発行された顧客向
けの納品書とともに抽出された商品を顧客のもとに配送するために、商品の納品ルートを
特定する商品の納品ルート特定手段としてコンピュータを機能させることを特徴とするサ
ーバプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体である。
　この発明の請求項１６にかかるコンピュータ読み取り可能な記録媒体は、元販売者が、
顧客から商品の納品先を特定する情報を含む注文情報を受けた代理店サーバーを備える代
理店より、納品書の発行及び商品の配送を受注する場合において、注文情報に基づき、代
理店が取引する複数の小売店から選択された一の小売店を介して納品先に商品を納品する
場合に、元販売者が、小売店及び／又は代理店に代わって納品書を発行するサーバプログ
ラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒体であって、代理店サーバーから発注
された注文情報を受信する際に、代理店を認識する代理店認識機能と、注文情報を受信す
る注文情報受信機能と、注文情報に基づき、代理店が取引する複数の小売店から一の小売
店を選択する小売店選択機能とを備える、販売ルート特定手段と、顧客に対して選択され
た小売店の名の下に発行するように構成した顧客向けの納品書フォーマットデータ及び選
択された小売店に対して代理店の名の下に発行するように構成した選択された小売店向け
の納品書フォーマットデータを、通信回線を介して受信する、納品書発行手段と、受信さ
れた顧客向けの納品書フォーマットデータを抽出し、注文情報（納品先を特定する情報を
除く）に基づき、元販売者のもとより小売店の名の下に顧客向けの納品書を代行発行する
、小売店納品書代行発行機能と、受信された選択された小売店向けの納品書フォーマット
データを抽出し、注文情報（納品先を特定する情報を除く）に基づき、元販売者のもとよ
り代理店の名の下に小売店の納品書を代行発行する、代理店納品書代行発行機能と、代理
店向けの納品書フォーマットデータを抽出し、注文情報（納品先を特定する情報を除く）
に基づき、元販売者のもとより元販売者の名の下に代理店向けの納品書を代行発行する、
元販売者納品書代行発行機能のうち、少なくとも一つの納品書代行発行機能を備える、納
品書代行発行手段と、元販売者により注文情報に基づき、取り揃えた商品群の中から商品
を抽出し、納品先を特定する情報に基づき、発行された顧客向けの納品書とともに抽出さ
れた商品を顧客のもとに配送するために、商品の納品ルートを特定する商品の納品ルート
特定手段としてコンピュータを機能させることを特徴とするサーバプログラムを記録した
コンピュータ読み取り可能な記録媒体である。
　この発明の請求項１７にかかるコンピュータ読み取り可能な記録媒体は、元販売者が、
小売店から商品の納品先を特定する情報を含む注文情報を受けた代理店サーバーを備える
代理店より、納品書の発行及び商品の配送を受注する場合において、注文情報に基づき、
元販売者が、代理店に代わって納品書を発行するサーバプログラムを記録したコンピュー
タ読み取り可能な記録媒体であって、代理店サーバーから発注された注文情報を受信する
際に、小売店及び代理店を認識する認識機能と、注文情報を受信する注文情報受信機能と
を備える、販売ルート特定手段と、小売店に対して代理店の名の下に発行するように構成
した小売店向けの納品書フォーマットデータを、通信回線を介して受信する、納品書発行
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手段と、受信された小売店向けの納品書フォーマットデータを抽出し、注文情報（納品先
を特定する情報を除く）に基づき、元販売者のもとより代理店の名の下に小売店向けの納
品書を代行発行する、代理店納品書代行発行機能と、代理店向けの納品書フォーマットデ
ータを抽出し、注文情報（納品先を特定する情報を除く）に基づき、元販売者のもとより
元販売者の名の下に代理店向けの納品書を代行発行する、元販売者納品書代行発行機能の
うち、いずれかの納品書代行発行機能を備える、納品書代行発行手段と、元販売者により
注文情報に基づき、取り揃えた商品群の中から商品を抽出し、納品先を特定する情報に基
づき、発行された小売店向けの納品書とともに抽出された商品を小売店のもとに配送する
ために商品の納品ルートを特定する商品の納品ルート特定手段としてコンピュータを機能
させることを特徴とするサーバプログラムを記録したコンピュータ読み取り可能な記録媒
体である。
【発明の効果】
【０００７】
　請求項１、請求項８及び請求項１５の発明によれば、元販売者が、顧客から商品の納品
先を特定する情報を含む注文情報を受けた代理店サーバーを備える販売者たる代理店より
、納品書の発行及び商品の配送を受注する場合において、注文情報に基づき、元販売者が
取引する複数の販売者から選択された一の販売者を介して納品先に商品を納品する場合に
、元販売者が、販売者に代わって納品書を発行する、納品書発行代行システムであって、
代理店サーバーから発注された注文情報を受信する際に、代理店を認識する代理店認識機
能と、注文情報を受信する注文情報受信機能と、注文情報に基づき、元販売者が取引する
複数の販売者の中から一の販売者を選択する販売者選択機能とを備える、販売者ルート特
定手段と、顧客に対して選択された販売者の名の下に発行するように構成した顧客向けの
納品書フォーマットデータ及び販売者に対して元販売者の名の下に発行するように構成し
た販売者向けの納品書フォーマットデータを、通信回線を介して受信する、納品書発行手
段と、受信された顧客向けの納品書フォーマットデータを抽出し、注文情報（納品先を特
定する情報を除く）に基づき、元販売者のもとより販売者の名の下に顧客向けの納品書を
代行発行する、販売者納品書代行発行機能と、受信された販売者向けの納品書フォーマッ
トデータを抽出し、注文情報（納品先を特定する情報を除く）に基づき、元販売者のもと
より元販売者の名の下に販売者向けの納品書を代行発行する、元販売者納品書代行発行機
能のうち、いずれかの納品書代行発行機能を備える、納品書代行発行手段と、元販売者に
より注文情報に基づき、取り揃えた商品群の中から商品を抽出し、納品先を特定する情報
に基づき、発行された顧客向けの納品書とともに抽出された商品を顧客のもとに配送する
ために、商品の納品ルートを特定する商品の納品ルート特定手段とを備えるので、販売者
が納品書を発行する必要はなく、発注商品を受け取った顧客は、元販売者から送られた商
品を受け取ると同時に商品と代行発行納品書を検収することができ、且つ代行発行納品書
により、直ちに、仕入れ計上等の会計処理をすることができ、売り上げ計上および仕入れ
計上を速くすることができる。このように、この発明によれば、商流と物流の一致を図る
ことができる。
　請求項２、請求項９及び請求項１６の発明によれば、元販売者が、顧客から商品の納品
先を特定する情報を含む注文情報を受けた代理店サーバーを備える代理店より、納品書の
発行及び商品の配送を受注する場合において、注文情報に基づき、代理店が取引する複数
の小売店から選択された一の小売店を介して納品先に商品を納品する場合に、元販売者が
、小売店及び／又は代理店に代わって納品書を発行する、納品書発行代行システムであっ
て、代理店サーバーから発注された注文情報を受信する際に、代理店を認識する代理店認
識機能と、注文情報を受信する注文情報受信機能と、注文情報に基づき、代理店が取引す
る複数の小売店から一の小売店を選択する小売店選択機能とを備える、販売ルート特定手
段と、顧客に対して選択された小売店の名の下に発行するように構成した顧客向けの納品
書フォーマットデータ及び選択された小売店に対して代理店の名の下に発行するように構
成した選択された小売店向けの納品書フォーマットデータを、通信回線を介して受信する
、納品書発行手段と、受信された顧客向けの納品書フォーマットデータを抽出し、注文情
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報（納品先を特定する情報を除く）に基づき、元販売者のもとより小売店の名の下に顧客
向けの納品書を代行発行する、小売店納品書代行発行機能と、受信された選択された小売
店向けの納品書フォーマットデータを抽出し、注文情報（納品先を特定する情報を除く）
に基づき、元販売者のもとより代理店の名の下に小売店の納品書を代行発行する、代理店
納品書代行発行機能と、代理店向けの納品書フォーマットデータを抽出し、注文情報（納
品先を特定する情報を除く）に基づき、元販売者のもとより元販売者の名の下に代理店向
けの納品書を代行発行する、元販売者納品書代行発行機能のうち、少なくとも一つの納品
書代行発行機能を備える、納品書代行発行手段と、元販売者により注文情報に基づき、取
り揃えた商品群の中から商品を抽出し、納品先を特定する情報に基づき、発行された顧客
向けの納品書とともに抽出された商品を顧客のもとに配送するために、商品の納品ルート
を特定する商品の納品ルート特定手段とを備えるので、小売店や代理店が納品書を発行す
る必要はなく、発注商品を受け取った顧客は、元販売者から送られた商品を受け取ると同
時に商品と代行発行納品書を検収することができ、且つ代行発行納品書により、直ちに、
仕入れ計上等の会計処理をすることができ、売り上げ計上及び仕入れ計上を速くすること
ができる。このように、この発明によれば、商流と物流の一致を図ることができる。
　請求項３、請求項１０及び請求項１７の発明によれば、この元販売者が、小売店から商
品の納品先を特定する情報を含む注文情報を受けた代理店サーバーを備える代理店より、
納品書の発行及び商品の配送を受注する場合において、注文情報に基づき、元販売者が、
代理店に代わって納品書を発行する、納品書発行代行システムであって、代理店サーバー
から発注された注文情報を受信する際に、小売店及び代理店を認識する認識機能と、注文
情報を受信する注文情報受信機能とを備える、販売ルート特定手段と、小売店に対して代
理店の名の下に発行するように構成した小売店向けの納品書フォーマットデータを、通信
回線を介して受信する、納品書発行手段と、受信された小売店向けの納品書フォーマット
データを抽出し、注文情報（納品先を特定する情報を除く）に基づき、元販売者のもとよ
り代理店の名の下に小売店向けの納品書を代行発行する、代理店納品書代行発行機能と、
代理店向けの納品書フォーマットデータを抽出し、注文情報（納品先を特定する情報を除
く）に基づき、元販売者のもとより元販売者の名の下に代理店向けの納品書を代行発行す
る、元販売者納品書代行発行機能のうち、いずれかの納品書代行発行機能を備える、納品
書代行発行手段と、元販売者により注文情報に基づき、取り揃えた商品群の中から商品を
抽出し、納品先を特定する情報に基づき、発行された小売店向けの納品書とともに抽出さ
れた商品を小売店のもとに配送するために商品の納品ルートを特定する商品の納品ルート
特定手段とを備えるので、代理店が納品書を発行する必要はなく、発注商品を受け取った
小売店は、元販売者から送られた商品を受けて取ると同時に商品と代行発行納品書を検収
することができ、且つ代行発行納品書により、直ちに、仕入れ計上等の会計処理をするこ
とができ、売り上げ計上及び仕入れ計上を速くすることができる。この発明によれば、商
流と物流の一致を図ることができる。
　請求項４及び請求項１１の発明によれば、販売ルート特定手段が、販売ルート特定手段
により特定される販売ルートを、販売ルート情報として管理する機能を備えるので、元販
売者は、販売ルート情報を迅速に把握することができる。
　請求項５及び請求項１２の発明によれば、上記管理する機能が、販売ルート情報を、顧
客向けの納品書フォーマットデータ、小売店向けの納品書フォーマットデータ、代理店向
けの納品書フォーマットデータのうち、少なくともいずれか一つと関連付けて管理する機
能を備えるので、元販売者は、迅速に発行すべき代行発行納品書フォーマットデータを抽
出することができる。
　請求項６及び請求項１３の発明によれば、管理する機能が、販売ルート情報を、注文情
報に記載の商品における顧客向け単価、小売店向け単価、代理店向け単価のうち、少なく
ともいずれか一つと関連付けて管理する機能を備えるので、各代行発行すべき納品書に記
載される商品の単価データを迅速に抽出し、記載することができる。
　請求項７及び請求項１４の発明によれば、納品書発行代行システムは、顧客の情報を記
録する顧客情報記録手段と、顧客向け代行発行納品書データフォーマットに記載された商



(15) JP 2009-129007 A 2009.6.11

10

20

30

40

50

品単価情報に基づく売り上げ情報を管理し記録する売り上げ情報管理手段とを備え、売り
上げ情報管理手段は、記録された顧客の情報と売り上げ情報とからマーケティング情報を
抽出し、管理する機能を備えるので、元販売者側において顧客による消費情報を把握する
ことができ、さらに、該マーケティング情報を、元販売者における商品管理等の効率化を
図るために利用することができる。
【０００８】
　この発明の上述の目的、その他の目的、特徴及び利点は、図面を参照して行う以下の発
明を実施するための最良の形態の説明から一層明らかとなろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　図１及び図２は、本発明にかかるネットワークを利用した納品書発行代行システム１０
を示す図解図である。
　納品書発行代行システム１０は、大略、顧客クライアント１２と、販売者サーバー１４
と、元販売者サーバー１６Ａと、送り主サーバー１８及びネットワーク１００から構成さ
れている。
【００１０】
　（１）顧客とは、商品使用者（ユーザー）、消費財の商品消費者（カスタマー）そのも
の、若しくはその所属する企業等を云う。商品販売者（代理商、小売商等をいう）から購
入し、代金支払義務を負う。
　（２）販売者とは、商品を売りさばく者をいい、代理商と小売商とを含む。
　（２）－１小売商とは、顧客に商品を供給する役割を負う、小売を行う業者、企業等を
いう。顧客からの要求により、商品をすばやく供給するため適量を予め購入保管（在庫）
し、適時提供できるように在庫を持つこともある。顧客向け価格は、上代（小売価格）と
なる。元販売者・代理店からの仕入価格は下代（卸価格）となる。元販売者・代理店から
商品を仕入れ顧客へ提供することで、上代、下代の価格差となる利益を得る。顧客の複数
社購買の対象として、牽制を受ける。多種の供給業者扱い品を纏めて受注することもある
。
　（２）－２代理商とは、製造業者や卸売商など特定の売りのために、取引の代理又は媒
介をする商人であり、元販売者の政策上の販売拠点として認定を受けた企業等であって、
地域・商品分類・特定販社等より区分される。元販売者に代わって販売を行うために代理
店とも呼ばれる。小売店からの要求を仲介し、適時提供のために商品在庫を持つこともあ
る。複数の小売商への供給業者となるため、取扱高、事務手続量が多くなる。
　（３）元販売者とは、国内製造メーカー、海外製造メーカーの製品販売契約を持ち、製
品供給の源となる企業を云う。例えば、取扱品のカタログを元に提供ルートをもち、供給
先の各階層等からの要求（発注）に応じて指定納品先に商品の供給を行う。
　発注者と納品先から、仲介する販売者（代理店、小売店）のルートを確定し、仲介する
企業等の価格入り納品書を代行発行する機能を備える。
【００１１】
　元販売者は、通常、代理商（店）と代理店契約を締結し、代理商（店）は、通常、小売
商（店）と取引の契約を締結しており、かかる契約によって商売上の手続きの流れとなる
販売ルート、すなわち商品の販売に携わる者、商品の販売に関する要求情報の流れ及び要
求された代行発行納品書の流れが定まる。
　顧客は、通常、小売店と取引をする顧客になり、顧客からの商品の注文を受ける小売店
及びその小売店を統轄する代理店と元販売者との間の販売ルートが、定まる。
　しかしながら、顧客は、同一顧客でありながら、直接的に、元販売者と取引をする代理
店の顧客となる場合、又は元販売者の管理下の顧客となる場合があり、その場合別の販売
ルートが定まることとなる。
　また、発注時に商品の納品先を指定することにより、商品の配送等の商品の納品ルート
、すなわち物流ルートが定まる。
【００１２】
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　顧客は、通常、元販売者、代理店及び小売店から配布されたカタログ、インターネット
等を通じて、商品並びに元販売者、代理店及び小売店を知って商品の発注をすることとな
る。
【００１３】
　顧客クライアント１２は、インターネットなどのネットワーク１００を介して代理店サ
ーバー１４ａ、小売店サーバー１４ｂ及び元販売者サーバー１６Ａと接続し、代理店サー
バー１４ａ、小売店サーバー１４ｂ及び元販売者サーバー１６Ａに登録された商品の内容
を閲覧する機能を有する。
【００１４】
　また、顧客クライアント１２は、任意のメールサーバー（図示せず）とＳＭＴＰプロト
コル及びＰＯＰ３プロトコルに基づいて電子メールの送受信を行う機能を有する。
　なお、顧客クライアント１２としては、インターネットなどのネットワーク１００に接
続可能な通信機器を有し、ＷＷＷブラウザアプリケーション及びメールクライアントアプ
リケーションがインストールされたワークステーションやパーソナルコンピュータやイン
ターネット接続機能を有する携帯電話が使用される。
【００１５】
　この納品書発行代行システム１０の顧客の登録は、顧客クライアント１２に対し、代理
店サーバー１４ａの顧客管理部３６ａによりＷＷＷサーバー２２ａによって送信される図
９に示すような顧客登録画面、小売店サーバー１４ｂの顧客管理部３６ｂによりＷＷＷサ
ーバー２２ｂによって送信される顧客登録画面、又は、元販売者サーバー１６Ａの顧客管
理部２１６によりＷＷＷサーバー２０２によって送信される顧客登録画面をもって入力し
登録する。あるいは、顧客の登録は、元販売者サーバー１６Ａの顧客管理部２１６により
ＷＷＷサーバー２０２によって送信される顧客登録画面をもって、代理店サーバー１４ａ
の顧客管理部３６ａ、又は小売店サーバー１４ｂの顧客管理部３６ｂにより入力し登録す
る。
　顧客登録画面においては、入力項目として、代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称又
は氏名、代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称又は氏名のフリガナ、顧客コード（ログ
インコード）、納品先コード、パスワード、生年月日、電話番号、ファックス番号、住所
、顧客メールアドレスを入力し、法人のプロフィール（表１に示すような、業種、業態、
規模等）を入力する。
　顧客は、通常、顧客コード（ログインコード）及びパスワードを元販売者サーバー１６
Ａより通信回線を介して送信する。そして、以後の取引においては顧客は、取り決められ
た顧客コード（ログインコード）及びパスワードにより正当な顧客であることの確認がな
されることとなる。
　これらにより入力された情報は、代理店サーバー１４ａの顧客データベース部５６ａ及
び／又は小売店サーバー１４ｂの顧客データベース５６ｂに記録され、顧客管理部３６ａ
及び／又は顧客管理部３６ｂによって管理されている。又、これらにより入力された情報
は、元販売者サーバー１６Ａの顧客データベース部３１６に記録され、顧客管理部２１６
によって管理されている。
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【表１】

【００１６】
　更に、顧客は、通常、小売店と取引をする顧客になり、顧客からの商品の注文を受ける
小売店及びその小売店を統轄する代理店と元販売者との間の販売ルートが、定まる。
【００１７】
（１）代理店サーバーの構成
　代理店サーバー１４ａは、元販売者のために継続的にその営業の部類に属する取引の媒
介をする代理店と称される代理商等が、インターネットなどのネットワーク１００を介し
て、小売店サーバー１４ｂ、元販売者サーバー１６Ａ及び送り主サーバー１８と各種のデ
ータをやり取りすることにより、商品の販売の管理を行う機能を有する。
　図３は、代理店サーバー１４ａを示す機能ブロック図であり、図４は、代理店サーバー
１４ａのデータベースサーバー２０ａの機能を示すブロック図である。
　代理店サーバー１４ａは、データベースサーバー２０ａ、ＷＷＷサーバー機能部２２ａ
及び電子メール送受信部２４ａを備える。
　そして、図４に示すように、データベースサーバー２０ａは、納品書発行代行システム
１０を管理するための運用管理部３０ａと、商品管理部３２ａと、元販売者情報管理部３
４ａと、顧客管理部３６ａと、小売店管理部３５ａ、注文管理部３８ａと、納品書発行管
理部４０ａと、メール管理部４２ａと、在庫状況管理部４４ａと、売り上げ管理部４６ａ
とを備える。
　また、代理店サーバー１４ａは、各種情報を管理するためのデータベース、例えば、商
品データベース部５０ａ、元販売者データベース部５２ａ、注文情報データベース部５４
ａ、顧客データベース部５６ａ、小売店データベース部５５ａ、メールデータデータベー
ス部５８ａ、代行発行納品書フォーマットデータベース部６０ａ、決済情報データベース
部６２ａ及び売り上げ情報データベース部６４ａを有し、データベースサーバー２０ａに
よって記録し管理している。
【００１８】
　運用管理部３０ａは、代理店サーバー１４ａ等を備えてサービスを提供する納品書発行
代行システム運営者における納品書発行代行システムの運用管理者に付与するＩＤ、権限
種別、パスワードを登録、変更、削除する機能を有し、ＩＤをデータベースサーバー２０
ａにて記録手段に記録し管理する。
　なお、運用管理者は、付与された運用管理者ＩＤとパスワードとを入力し、ログインボ
タンを押すことにより代理店サーバー１４ａに、権限種別に応じた管理者権限でログイン
することができるように構成されている。
【００１９】
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　商品管理部３２ａは、元販売者及び商品等の分類管理をする機能を有する。
　そして、商品管理部３２ａにおいて、図１０に示すように、大分類、小分類の登録、削
除、変更を行う機能を有する。
　例えば、元販売者及び商品の大分類として、「空調機・冷凍機用具」「計測器・測定器
・検知器」といった分類分けをするとともに、その大分類に属する小分類、例えば、大分
類「空調機・冷凍機用具」に対しては、元販売者たる「ＡＢＣ社」の「ミニチューブカッ
ター」「ベンダー」といった小分類に分類分けするとともに、各商品の単価が数段階のラ
ンクにランク分けされ、各商品及び各商品の販売者である元販売者をコード化して商品デ
ータベース部５０ａ及び元販売者データベース部５２ａにおいて記録し管理する。
　また、ランク分けされた商品の各ランク毎の単価又は各ランク毎の単価に対する掛け率
も記録し、管理する。
　なお、掛け率は、商品群で決定されることもあり、又、商品毎に決定されることもある
。
　この商品管理部３２ａは、元販売者及び商品等の検索機能を有する。
【００２０】
　元販売者情報管理部３４ａは、元販売者に関する情報の管理及び販売する商品の情報の
管理をする機能を有する。
　元販売者に関する情報の管理としては、例えば、元販売者名、元販売者コード、パスワ
ード、元販売者分類、電話番号、ファックス番号、所在地、代表者名、担当部署名、担当
者名、担当者メールアドレス、ＵＲＬ、検索用キーワード、元販売者を紹介する紹介文、
問い合わせ先メールアドレス、営業休業設定等の項目を、登録、変更、削除することによ
り管理する機能を有し、これらの情報は、元販売者データベース部５２ａにおいて記録し
管理される。
　さらに、元販売者情報管理部３４ａは、販売する商品の情報の管理として、商品コード
、商品名、フリガナ、商品分類、検索のためのキーワード、商品の説明文、仕様／内容説
明、単価、送料が、商品情報として管理される。
　そして、元販売者情報管理部３４ａは、店舗及び商品に関するデータを検索する機能を
有する。
【００２１】
　小売店管理部３５ａは、小売店の情報の管理、例えば、代表者氏名及び／又は担当者氏
名・名称、フリガナ、略称、小売店コード（ログインコード）（代理店コード及び枝番を
含む）、納品先コード、小売店ランク、法人としてのプロフィール（業種、業態、規模等
）、電話番号、ファックス番号、郵便番号、住所、メールアドレス、ＵＲＬ等の項目の登
録、変更、削除をして管理する機能を有し、小売店データベース部５５ａにおいて記録し
管理する。
　小売店データベース部５５ａのデータは、小売店により代理店サーバー１４ａのＷＷＷ
サーバー機能部２２ａにより提供された小売店登録情報のための画面（インターフェース
）から入力されたデータが記録されたり、変更されたりすることにより記録される。
　小売店との間において契約があれば、それに基づいてデータが記録されたり、変更され
たりすることにより記録される。
　ここに小売店ランクとは、代理店によって決定された小売店の順位・格付けであり、こ
のランクに基づいて小売店が購入できる商品の単価が決定されたり、掛け率が決定される
。
　この小売店データベース部５５ａは、小売店に関するデータを検索する機能を有する。
【００２２】
　顧客管理部３６ａは、注文者たる顧客の情報の管理、例えば、代表者氏名及び／又は担
当者氏名・名称又は氏名、フリガナ、略称、顧客コード（ログインコード）（小売店コー
ド及び枝番を含む）、パスワード、顧客ランク、法人としてのプロフィール（業種、業態
、規模等）、電話番号、ファックス番号、郵便番号、住所、メールアドレス、ＵＲＬ等の
項目の登録、変更、削除をして管理する機能を有し、顧客データベース部５６ａにおいて
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記録し管理する。
　顧客データベース部５６ａのデータは、購入者により代理店サーバー１４ａのＷＷＷサ
ーバー機能部２２ａにより提供された顧客登録情報のための画面（インターフェース）か
ら入力されたデータが記録されたり、変更されたりすることにより記録される。
　顧客との間において契約があれば、それに基づいてデータが記録されたり、変更された
りすることにより記録される。
　ここに顧客ランクとは、代理店によって決定された顧客の順位・格付けであり、このラ
ンクに基づいて顧客が購入できる商品の単価が決定されたり、掛け率が決定される。
　この顧客データベース部５６ａは、顧客に関するデータを検索する機能を有する。
【００２３】
　注文管理部３８ａは、発注者たる代理店より発注された商品の注文管理をする機能を有
する。
　注文管理部３８ａは、代理店より発注された商品の情報の管理、例えば、注文ナンバー
（発注番号（Ｎｏ．）を含む）、注文年月日、元販売者コード、代理店コード（ログイン
コード）、購入者氏名、購入金額等を登録し、また、登録された情報を検索、表示する機
能を有し、注文情報データベース部５４ａにおいて記録し管理する。
　発注番号とは、代理店サーバー１４ａによりＷＥＢ発注入力を行った処理単位毎に又は
元販売者サーバー１６Ａによりシステム上で、発番される番号であり、代理店より発注さ
れた商品に関する情報の確認をするための確認番号である。この実施の形態においては、
発注番号は、元販売者にとっての受注番号であり、システム上１つのユニークな番号とす
る。発注番号と同義の受注番号は、タイムバケット概念により分類管理する。タイムバケ
ットは、その日の出荷可能なものを区別するために（例えば、Ｐ．Ｍ．５：００迄）、時
間帯毎に及び／又は物流センター又は製造者（メーカー）毎に、商品の属性として分類し
ている。
　取引情報としては、例えば、次のような情報を有する。
　・注文情報（発注番号（Ｎｏ．）、注文日、元販売者コード、元販売者名、納品先コー
ド、合計金額）
　・注文者情報（代理店コード、顧客又は小売店の代表者氏名及び／又は担当者氏名・名
称又は氏名、代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称又は氏名のフリガナ、郵便番号、住
所、メールアドレス、電話番号、ファックス番号）
　・注文商品情報（商品コード、商品名、個数、小売店・顧客ランクに基づく単価又は掛
け率、送料、販売価格（商品に対する要望）
　・代行発行納品書情報（顧客向け代行発行納品書フォーマット番号（Ｎｏ．）、小売店
向け代行発行納品書フォーマット番号（Ｎｏ．）、代理店向け代行発行納品書フォーマッ
ト番号（Ｎｏ．）元販売者コード）
　　販売価格は、商品毎に[（単価）×個数]で計算され、表示される。
　　合計金額は、一つの代行発行納品書毎の販売価格の合計である。
　この注文管理部３８ａは、注文に関するデータを検索する機能を有する。
【００２４】
　納品書発行管理部４０ａは、顧客が特定した納品書のフォーマットに関するデータが、
顧客及び／又は納品先毎に唯一の顧客向け代行発行納品書フォーマット番号（Ｎｏ．）と
して採番され、コード化されて、代行発行納品書フォーマットデータベース部６０ａによ
り記録され、管理するように機能する。
　また、納品書発行管理部４０ａは、小売店向け代行発行納品書フォーマット番号（Ｎｏ
．）として採番され、コード化されて、代行発行納品書フォーマットデータベース部６０
ａにより記録され、管理するように機能する。
　さらに、また、納品書発行管理部４０ａは、代理店が特定した納品書のフォーマットに
関するデータが、唯一の代理店向け代行発行納品書フォーマット番号（Ｎｏ．）として採
番され、コード化されて、代行発行納品書フォーマットデータベース部６０ａにより記録
され、管理するように機能する。
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【００２５】
　メール管理部４２ａは、例えば、電子メールの発送先・電子メールの内容の決定、電子
メール発送先顧客又は小売店の検索、電子メール発送作業の完了、顧客又は小売店向け電
子メール内容作成等の顧客又は小売店、元販売者向けメールの管理を行う機能を有し、メ
ールデータデータベース部５８ａにおいて、メールに関する情報を記録し管理する。
　このメール管理部４２ａは、メールに関するデータを検索する機能を有する。
　メールの発送先の検索は、例えば、生年月日、住所等の項目のうち、入力された項目に
よって検索することができるように構成されている。
　そして、このメール管理部４２ａによって導き出された顧客又は小売店向けメールは、
電子メール送受信部２４ａによって顧客又は小売店に送信されることになる。
【００２６】
　在庫状況管理部４４ａは、元販売者の下において保管している商品を管理するために、
元販売者サーバー１６Ａにおいて開示されている情報を閲覧することができる機能を備え
る。
　在庫状況管理部４４ａは、元販売者コード、商品コード、仕入先名、仕入年月日、数量
、出荷日等の情報により管理する。
【００２７】
　売り上げ管理部４６ａは、元販売者より商品を顧客又は小売店に配送して、元販売者サ
ーバー１６Ａから送信された代行発行納品書の控に基づいて入力されたとき、売り上げ計
上し、顧客又は小売店毎に管理する。
　売り上げ管理部４６ａは、掛売りしたときの未収代金を売り掛け計上する機能を備えて
もよく、注文情報データベース部５４ａの納品データと決済情報データベース部６２ａの
決済データとを比較し、掛売り代金を回収した時に処理をする。
　この売り上げ管理部４６ａは、売り上げ代金及び売掛金に関するデータを検索する機能
を有する。
【００２８】
　ＷＷＷサーバー機能部２２ａは、ＨＴＴＰプロトコルに基づいて小売店サーバー１４ｂ
及び元販売者サーバー１６Ａに各種のデータを配信する機能を有する。
　なお、具体的に配信されるデータとしては、後に詳述する商品データベース部５０ａに
記録された販売商品に関する内容を表示するデータを表示するデータ、購入申込みデータ
を入力する画面を表示するデータや小売店サーバー１４ｂ及び元販売者サーバー１６Ａに
より入力されたデータを確認する表示を行うデータなどのデータの閲覧及び入力のために
用いられる様々な画面のデータが送信される。
【００２９】
　電子メール送受信部２４ａは、ＳＭＴＰプロトコル及びＰＯＰ３プロトコルに基づいて
電子メールの送受信を行う機能を有する。なお、具体的に送信又は受信される電子メール
としては、商品の購入申込みが行われたときに行う、発注のための電子メールなどが送信
される。
【００３０】
　商品データベース部５０ａは、代理店サーバー１４ａにおいて販売される商品の商品内
容のデータが記憶されている。
　なお、商品データベース部５０ａは、ＷＷＷサーバー機能部２０ａにより提供される商
品データ登録インターフェイスを介して、元販売者サーバー１６Ａから受信した元販売者
の情報データが適宜登録されている。
　例えば、元販売者及び商品の大分類として、「空調機・冷凍機用具」「計測器・測定器
・検知器」といった分類分けをするとともに、その大分類に属する小分類、例えば、大分
類「空調機・冷凍機用具」に対しては、元販売者たる「ＡＢＣ社」の「ミニチューブカッ
ター」「ベンダー」といった小分類に分類分けするとともに、各商品の単価が数段階のラ
ンクにランク分け（図１０図示、Ａランク、ＢランクＣランク等の格付け）され、各商品
及び各商品の販売者である元販売者をコード化して商品データベース部５０ａ及び元販売
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者データベース部５２ａにおいて記録し管理する。
　具体的には、販売商品については、商品コード、各商品の提供者たる元販売者コード、
商品名、フリガナ、検索のためのキーワード、商品の説明文、仕様／内容説明、単価、顧
客ランクに基づく顧客向け単価に対する掛け率、送料等のデータが記録し管理される。
　なお、掛け率は、商品群で決定されることもあり、又、商品毎に決定されることもある
。
【００３１】
　元販売者データベース部５２ａは、元販売者として登録している元販売者の代表者氏名
及び／又は名称、住所、元販売者コード、ホームページのＵＲＬ、電子メールアドレス連
絡先などの各々の商品販売者特有の情報をデータとして記憶されているが、元販売者情報
管理部３４ａによって記録され管理されている。
　元販売者データベース部５２ａのデータは、元販売者よりＷＷＷサーバー２０２ａによ
り商品代理店サーバー１４ａに提供された元販売者登録情報のための画面から入力された
データが記憶されたり、代理店サーバー１４ａの管理者により入力される。
　元販売者情報としては、元販売者名、フリガナ、元販売者コード、パスワード、電話番
号、ファックス番号、所在地、代表者名、担当部署名、担当者名、担当者メールアドレス
、ＵＲＬ、検索用キーワード、元販売者を紹介する紹介文、問い合わせ先メールアドレス
、営業休業設定がある。
【００３２】
　注文情報データベース部５４ａは、ＷＷＷサーバー機能部２２ａにより提供された代理
店サーバー１４ａからの発注データを入力する画面（インターフェイス）から入力された
発注データが記憶されている。
　注文情報データベース部５４ａに記憶されている発注データは、元販売者が使用する元
販売者サーバー１６Ａにより内容が閲覧され、商品販売者が注文内容を確認するために用
いられる。
　具体的には、取引情報としては、例えば、次のような情報を有する。
　・注文情報（発注番号（Ｎｏ．）を含む）、注文日、元販売者コード、元販売者名、納
品先コード、合計金額）
　・注文者情報（代理店コード（ログインコード）、顧客又は小売店の代表者氏名及び／
又は担当者氏名・名称又は氏名、代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称又は氏名のフリ
ガナ、郵便番号、住所、メールアドレス、電話番号、ファックス番号）
　・注文商品情報（商品コード、商品名、個数、顧客又は小売店ランクに基づく単価又は
掛け率、送料、販売価格、商品に対する要望）
　・代行発行納品書情報（顧客向け代行発行納品書フォーマット番号（Ｎｏ．）、小売店
向け代行発行納品書フォーマット番号（Ｎｏ．）、代理店向け代行発行納品書フォーマッ
ト番号（Ｎｏ．）、元販売者コード）等のデータが記録し管理される。
【００３３】
　小売店データベース部５５ａは、代理店サーバー１４ａに小売店として登録している、
注文者や小売店の代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称、住所、小売店コード（ログイ
ンコード）、ホームページのＵＲＬ、電子メールアドレス連絡先などの各々の小売店特有
の情報を、データとして記憶している。
　小売店データベース部５５ａのデータは、小売店により代理店サーバー１４ａのＷＷＷ
サーバー機能部２２ａにより提供された小売店登録情報のための画面（インターフェース
）から入力されたデータが記録されたり、変更されたりすることにより記録される。
　小売店との間において契約があれば、それに基づいてデータが記録されたり、変更され
たりすることにより記録される。
　具体的には、代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称、フリガナ、小売店コード（ログ
インコード）（代理店コード及び枝番を含む）、パスワード、納品先コード、小売店ラン
ク、法人としてのプロフィール（業種、業態、規模等）、電話番号、ファックス番号、住
所、小売店メールアドレス、ホームページＵＲＬ等のデータが記録し管理される。
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【００３４】
　顧客データベース部５６ａは、代理店サーバー１４ａに顧客として登録している、注文
者や代理店の代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称又は氏名、住所、顧客コード（ログ
インコード）、ホームページのＵＲＬ、電子メールアドレス連絡先などの各々の顧客特有
の情報を、データとして記憶している。
　顧客データベース部５６ａのデータは、購入者により代理店サーバー１４ａのＷＷＷサ
ーバー機能部２２ａにより提供された顧客登録情報のための画面（インターフェース）か
ら入力されたデータが記録されたり、変更されたりすることにより記録される。
　顧客との間において契約があれば、それに基づいてデータが記録されたり、変更された
りすることにより記録される。
　具体的には、代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称又は氏名、フリガナ、顧客コード
（ログインコード）（小売店コード及び枝番を含む）、パスワード、納品先コード、顧客
ランク、法人としてのプロフィール（業種、業態、規模等）、電話番号、ファックス番号
、住所、顧客メールアドレス、ホームページＵＲＬ等のデータが記録し管理される。
【００３５】
　メールデータデータベース部５８ａは、メール管理部４２ａによって管理されているメ
ールに関するデータ、例えば、メールの発送先・メールの内容の決定、メール発送先顧客
の検索、メール発送作業の完了、顧客向けメール内容作成を記録しているが、メール管理
部４２により記録され管理されている。
【００３６】
　代行発行納品書フォーマットデータベース部６０ａは、顧客が特定した納品書のフォー
マットに関するデータが、顧客及び／又は納品先毎に唯一の顧客向け代行発行納品書フォ
ーマット番号（Ｎｏ．）として採番され、コード化されて、納品書発行管理部４０ａによ
り記録され、管理されている。
　顧客向け納品書のフォーマットは、小売店欄、顧客（納品先）欄、日付（年月日）欄、
商品コード欄、商品名欄、数量欄、単価欄、販売価格（顧客向け価格）欄、合計金額欄等
を備え、顧客コード（ログインコード）（小売店コード及び枝番を含む）、代理店コード
、顧客向け代行発行納品書フォーマット番号をキーとするＰＤＦファイルとして記録する
。
　また、代行発行納品書フォーマットデータベース部６０ａは、小売店が特定した納品書
フォーマットに関するデータが、小売店毎に唯一の小売店向け代行発行納品書フォーマッ
ト番号（Ｎｏ．）として採番され、コード化されて、納品書発行管理部４０ａにより、記
録され、管理されている。
　小売店向け納品書のフォーマットは、代理店欄、小売店欄、日付（年月日）欄、商品コ
ード欄、商品名欄、数量欄、単価欄、合計金額欄等を備え、小売店コード（代理店コード
及び枝番により構成）、小売店向け代行納品書フォーマット番号をキーとしてＰＤＦファ
イルとして記録する。
　さらにまた、代行発行納品書フォーマットデータベース部６０ａは、代理店が特定した
納品書フォーマットに関するデータが、唯一の代理店向け代行発行納品書フォーマット番
号（Ｎｏ．）として採番され、コード化されて、納品書発行管理部４０ａにより、記録さ
れ、管理されている。
　代理店向け納品書のフォーマットは、元販売者欄、代理店欄、日付（年月日）欄、商品
コード欄、商品名欄、数量欄、単価欄、合計金額欄等を備え、代理店コード、代理店向け
代行納品書フォーマット番号をキーとしてＰＤＦファイルとして記録する。
【００３７】
　決済情報データベース部６２ａは、決済システム８００、例えば支払処理機関サーバー
８１０より受信した商品の販売により生じた注文者の支払い処理に関するデータを記憶さ
れているが、購入管理部４８ａによって記録され管理されている。
　記憶されているデータを具体的に説明すると、購入者の支払い処理状況を示すデータ（
注文者氏名、顧客コード（ログインコード）、注文ナンバー、注文日時、支払日、決済の
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有無等）が記憶されている。なお、代理店が支払い状況の確認する場合には、予め各顧客
に付与された顧客コード及びパスワードを用いて顧客の認証を行い、認証された顧客と関
係のないデータは閲覧されないように構成されている。
　なお、購入者の支払い処理状況を示すデータは、決済システム８００から、例えば、支
払処理機関サーバー８１０からのデータを受信して、記録し管理されるようにしてもよい
。
【００３８】
　決済情報データベース部６２ａは、商品の販売により生じた注文者の支払い処理に関す
るデータを記憶している。記憶されているデータを具体的に説明すると、注文者の支払い
処理状況を示すデータが記憶されており、代理店が使用する代理店サーバー１４ａにより
内容が閲覧することができ、代理店が支払い状況の確認するために用いられる。
【００３９】
　売り上げ情報データベース部６４ａは、注文をした顧客名又は小売店名、発注番号、注
文年月日、元販売者名、合計金額、注文状況、注文された商品に関する情報（商品名、商
品コード、個数、単価、送料、販売価格）を、売り上げ管理部４６ａによって管理されて
いる。
【００４０】
　この納品書発行代行システム１０の代理店、すなわち商品の発注者となる代理店の登録
は、元販売者サーバー１６Ａの代理店情報管理部２１４によりＷＷＷサーバー２０２ａに
よって送信される代理店登録画面をもって入力し登録する。あるいは、代理店の登録は、
元販売者サーバー１６Ａの代理店情報管理部２１４によりＷＷＷサーバー２０２ａによっ
て送信される代理店登録画面をもって、代理店サーバー１４ａの代理店情報管理部２１４
により入力し登録する。
　代理店登録画面においては、入力項目として、代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称
、代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称のフリガナ、代理店コード（ログインコード）
、パスワード、生年月日、電話番号、ファックス番号、住所、代理店メールアドレスを入
力し、法人のプロフィール（表１に示すような、業種、業態、規模等）を入力する。
　代理店は、通常、代理店コード（ログインコード）及びパスワードを元販売者サーバー
１６Ａより通信回線を介して送信される。そして、以後の取引において代理店は、取り決
められた代理店コード（ログインコード）及びパスワードにより正当な代理店であること
の確認がなされることとなる。
　これらにより入力された情報は、元販売者サーバー１６Ａの代理店データベース部３１
４に記録され、代理店情報管理部２１４によって管理されている。
【００４１】
（２）小売店サーバーの構成
　小売店サーバー１４ｂは、元販売者のために継続的にその営業の部類に属する取引の媒
介をする小売店と称される小売商等が、インターネットなどのネットワーク１００を介し
て、顧客クライアント１２、代理店サーバー１４ａ、元販売者サーバー１６Ａ及び送り主
サーバー１８と各種のデータをやり取りすることにより、商品の販売の管理を行う機能を
有する。
　図５は、小売店サーバー１４ｂを示す機能ブロック図であり、図６は、小売店サーバー
１４ｂのデータベースサーバー２０ｂの機能を示すブロック図である。
　小売店サーバー１４ｂは、データベースサーバー２０ｂ、ＷＷＷサーバー機能部２２ｂ
及び電子メール送受信部２４ｂを備える。
　そして、データベースサーバー２０ｂは、図６に示すように、納品書発行代行システム
１０を管理するための運用管理部３０ｂと、商品管理部３２ｂと、元販売者情報管理部３
４ｂと、代理店情報管理部３５ｂと、顧客管理部３６ｂと、納品書発行管理部４０ｂと、
メール管理部４２ｂと、売り上げ管理部４６ｂとを備える。
　また、小売店サーバー１４ｂは、各種情報を管理するためのデータベース、例えば、商
品データベース部５０ｂ、元販売者データベース部５２ｂ、代理店データベース部５３ｂ
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、顧客データベース部５６ｂ、メールデータデータベース部５８ｂ、代行発行納品書フォ
ーマットデータベース部６０ｂ、決済情報データベース部６２ｂを有し、データベースサ
ーバー２０ｂによって記録し管理している。
【００４２】
　運用管理部３０ｂは、小売店サーバー１４ｂ等を備えてサービスを提供する納品書発行
代行システム運営者における納品書発行代行システムの運用管理者に付与するＩＤ、権限
種別、パスワードを登録、変更、削除する機能を有し、ＩＤをデータベースサーバー２０
にて記録手段に記録し管理する。
　なお、運用管理者は、付与された運用管理者ＩＤとパスワードとを入力し、ログインボ
タンを押すことにより小売店サーバー１４ｂに、権限種別に応じた管理者権限でログイン
することができるように構成されている。
【００４３】
　商品管理部３２ｂは、元販売者及び商品等の分類管理をする機能を有する。
　そして、商品管理部３２ｂにおいて、図１０に示すように、大分類、小分類の登録、削
除、変更を行う機能を有する。
　例えば、元販売者及び商品の大分類として、「空調機・冷凍機用具」「計測器・測定器
・検知器」といった分類分けをするとともに、その大分類に属する小分類、例えば、大分
類「空調機・冷凍機用具」に対しては、元販売者たる「ＡＢＣ社」の「ミニチューブカッ
ター」「ベンダー」といった小分類に分類分けするとともに、各商品の単価が数段階のラ
ンクにランク分けされ、各商品及び各商品の販売者である元販売者をコード化して商品デ
ータベース部５０ｂ及び元販売者データベース部５２ｂにおいて記録し管理する。
　また、ランク分けされた商品の各ランク毎の単価又は各ランク毎の単価に対する掛け率
も記録し、管理する。
　なお、掛け率は、商品群で決定されることもあり、又、商品毎に決定されることもある
。
　この商品管理部３２ｂは、元販売者及び商品等の検索機能を有する。
【００４４】
　元販売者情報管理部３４ｂは、元販売者に関する情報の管理及び販売する商品の情報の
管理をする機能を有する。
　元販売者に関する情報の管理としては、例えば、元販売者名、元販売者分類、電話番号
、ファックス番号、所在地、代表者名、担当部署名、担当者名、担当者メールアドレス、
ＵＲＬ、検索用キーワード、元販売者を紹介する紹介文、問い合わせ先メールアドレス、
営業休業設定等の項目を、登録、変更、削除することにより管理する機能を有し、これら
の情報は、元販売者データベース部５２において記録し管理される。
　さらに、元販売者情報管理部３４ｂは、販売する商品の情報の管理として、商品コード
、商品名、フリガナ、商品分類、検索のためのキーワード、商品の説明文、仕様／内容説
明、単価、送料が、商品情報として管理される。
　そして、元販売者情報管理部３４ｂは、店舗及び商品に関するデータを検索する機能を
有する。
【００４５】
　代理店情報管理部３５ｂは、代理店に関する情報の管理及び販売する商品の情報の管理
をする機能を有する。
　代理店に関する情報の管理としては、例えば、代理店名、代理店コード、代理店分類、
電話番号、ファックス番号、所在地、代表者名、担当部署名、担当者名、担当者メールア
ドレス、ＵＲＬ、検索用キーワード、代理店を紹介する紹介文、問い合わせ先メールアド
レス、営業休業設定等の項目を、登録、変更、削除することにより管理する機能を有し、
これらの情報は、代理店データベース部５３ｂにおいて記録し管理される。
　さらに、代理店情報管理部３５ｂは、販売する商品の情報の管理として、商品コード、
商品名、フリガナ、商品分類、検索のためのキーワード、商品の説明文、仕様／内容説明
、単価、送料が、商品情報として管理される。
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　代理店データベース部５３ｂのデータは、代理店サーバー１４ａによってＷＷＷサーバ
ー機能部２２ｂにより提供された代理店登録情報のための画面（インターフェース）から
入力されたデータが記録されたり、変更されたりすることにより記録される。
　代理店との間において契約があれば、それに基づいてデータが記録されたり、変更され
たりすることにより記録される。
　そして、代理店情報管理部３５ｂは、店舗及び商品に関するデータを検索する機能を有
する。
【００４６】
　顧客管理部３６ｂは、顧客の情報の管理、例えば、代表者氏名及び／又は担当者氏名・
名称又は氏名、フリガナ、略称、顧客コード（ログインコード）（小売店コード及び枝番
を含む）、納品先コード、顧客ランク、法人としてのプロフィール（業種、業態、規模等
）、電話番号、ファックス番号、郵便番号、住所、メールアドレス、ＵＲＬ等の項目の登
録、変更、削除をして管理する機能を有し、顧客データベース部５６ｂにおいて記録し管
理する。
　顧客データベース部５６ｂのデータは、購入者により顧客クライアント１２によってＷ
ＷＷサーバー機能部２２ｂにより提供された顧客登録情報のための画面（インターフェー
ス）から入力されたデータが記録されたり、変更されたりすることにより記録される。
　顧客との間において契約があれば、それに基づいてデータが記録されたり、変更された
りすることにより記録される。
　ここに顧客ランクとは、代理店によって決定された顧客の順位・格付けであり、このラ
ンクに基づいて顧客が購入できる商品の単価が決定されたり、掛け率が決定される。
　この顧客データベース部５６ｂは、顧客に関するデータを検索する機能を有する。
【００４７】
　納品書発行管理部４０ｂは、顧客向け代行発行納品書フォーマット番号（Ｎｏ．）が採
番され、コード化されて、代行発行納品書フォーマットデータベース部６０ｂにより記録
され、管理するように機能する。
【００４８】
　メール管理部４２ｂは、例えば、電子メールの発送先・電子メールの内容の決定、電子
メール発送先顧客の検索、電子メール発送作業の完了、顧客向け電子メール内容作成等の
顧客、元販売者向けメールの管理を行う機能を有し、メールデータデータベース部５８ｂ
において、メールに関する情報を記録し管理する。
　このメール管理部４２ｂは、メールに関するデータを検索する機能を有する。
　メールの発送先の検索は、例えば、生年月日、住所等の項目のうち、入力された項目に
よって検索することができるように構成されている。
　そして、このメール管理部４２ｂによって導き出された顧客向けメールは、電子メール
送受信部２４ｂによって顧客に送信されることになる。
【００４９】
　売り上げ管理部４６ｂは、商品を顧客に配送して、元販売者サーバー１６Ａから送信さ
れた代行発行納品書の控に基づいて入力されたとき、売り上げ計上し、顧客毎に管理する
。
　売り上げ管理部４６ｂは、掛売りしたときの未収代金を売り掛け計上する機能を備えて
もよく、受注情報データベース部５４ｂの納品データと決済情報データベース部６２ｂの
決済データとを比較し、掛売り代金を回収した時に処理をする。
　この売り上げ管理部４６ｂは、売り上げ代金及び売掛金に関するデータを検索する機能
を有する。
【００５０】
　ＷＷＷサーバー機能部２２ｂは、ＨＴＴＰプロトコルに基づいて顧客クライアント１２
、代理店サーバー１４ａ及び元販売者サーバー１６Ａに各種のデータを配信する機能を有
する。
　なお、具体的に配信されるデータとしては、後に詳述する商品データベース部５０ｂに
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記録された販売商品に関する内容を表示するデータを表示するデータ、購入申込みデータ
を入力する画面を表示するデータや顧客クライアント１２及び元販売者サーバー１６Ａに
より入力されたデータを確認する表示を行うデータなどのデータの閲覧及び入力のために
用いられる様々な画面のデータが送信される。
【００５１】
　電子メール送受信部２４ｂは、ＳＭＴＰプロトコル及びＰＯＰ３プロトコルに基づいて
電子メールの送受信を行う機能を有する。なお、具体的に送信又は受信される電子メール
としては、商品の購入申込みが行われたときに行う、発注のための電子メールなどが送信
される。
【００５２】
　商品データベース部５０ｂは、小売店サーバー１４ｂにおいて販売される商品の商品内
容のデータが記憶されている。
　なお、商品データベース部５０ｂは、ＷＷＷサーバー機能部２２ｂにより提供される商
品データ登録インターフェイスを介して、元販売者サーバー１６Ａから受信した元販売者
の情報データが適宜登録されている。
　例えば、元販売者及び商品の大分類として、「空調機・冷凍機用具」「計測器・測定器
・検知器」といった分類分けをするとともに、その大分類に属する小分類、例えば、大分
類「空調機・冷凍機用具」に対しては、元販売者たる「ＡＢＣ社」の「ミニチューブカッ
ター」「ベンダー」といった小分類に分類分けするとともに、各商品の単価が数段階のラ
ンクにランク分け（図１０図示、Ａランク、ＢランクＣランク等の格付け）され、各商品
及び各商品の販売者である元販売者をコード化して商品データベース部５０ｂ及び元販売
者データベース部５２ｂにおいて記録し管理する。
　具体的には、販売商品については、商品コード、各商品の提供者たる元販売者コード、
商品名、フリガナ、検索のためのキーワード、商品の説明文、仕様／内容説明、単価、顧
客ランクに基づく顧客向け単価に対する掛け率、送料等のデータが記録し管理される。
　なお、掛け率は、商品群で決定されることもあり、又、商品毎に決定されることもある
。
【００５３】
　元販売者データベース部５２ｂは、元販売者として登録している元販売者の代表者氏名
又は名称、住所、元販売者コード、ホームページのＵＲＬ、電子メールアドレス連絡先な
どの各々の小売店特有の情報をデータとして記憶されているが、元販売者情報管理部３４
によって記録され管理されている。
　元販売者データベース部５２ｂのデータは、元販売者よりＷＷＷサーバー２０２ａによ
り商品小売店サーバー１４ｂに提供された元販売者登録情報のための画面から入力された
データが記憶されたり、代理店サーバー１４ａの管理者により入力される。
　元販売者情報としては、元販売者名、フリガナ、元販売者コード、パスワード、電話番
号、ファックス番号、所在地、代表者名、担当部署名、担当者名、担当者メールアドレス
、ＵＲＬ、検索用キーワード、元販売者を紹介する紹介文、問い合わせ先メールアドレス
、営業休業設定がある。
【００５４】
　代理店データベース部５３ｂは、代理店として登録している代理店の代表者氏名及び／
又は担当者氏名・名称、住所、元販売者コード、ホームページのＵＲＬ、電子メールアド
レス連絡先などの各々の代理店特有の情報をデータとして記憶されているが、元販売者情
報管理部３４によって記録され管理されている。
　代理店データベース部５３ｂのデータは、代理店よりＷＷＷサーバー機能部２２ｂによ
り商品小売店サーバー１４ｂに提供された代理店登録情報のための画面から入力されたデ
ータが記憶されたり、代理店サーバー１４ａの管理者により入力される。
　代理店情報としては、代理店名、フリガナ、代理店コード、電話番号、ファックス番号
、所在地、代表者名、担当部署名、担当者名、担当者メールアドレス、ＵＲＬ、検索用キ
ーワード、代理店を紹介する紹介文、問い合わせ先メールアドレス、営業休業設定がある
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。
【００５５】
　顧客データベース部５６ｂは、小売店サーバー１４ｂに顧客として登録している、注文
者や商品販売者の代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称又は氏名、住所、顧客コード（
ログインコード）、ホームページのＵＲＬ、電子メールアドレス連絡先などの各々の顧客
特有の情報を、データとして記憶している。
　顧客データベース部５６ｂのデータは、購入者や商品販売者がＷＷＷサーバー機能部２
２ｂにより提供された顧客登録情報のための画面から入力されたデータが記憶されたり、
小売店サーバー１４ｂの管理者により入力される。
　具体的には、代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称又は氏名、フリガナ、顧客コード
（ログインコード）（小売店コード及び枝番を含む）、納品先コード、顧客ランク、法人
としてのプロフィール（業種、業態、規模等）、電話番号、ファックス番号、住所、顧客
メールアドレス、ホームページＵＲＬ等のデータが記録し管理される。
【００５６】
　メールデータデータベース部５８ｂは、メール管理部４２ｂによって管理されているメ
ールに関するデータ、例えば、メールの発送先・メールの内容の決定、メール発送先顧客
の検索、メール発送作業の完了、顧客向けメール内容作成を記録しているが、メール管理
部４２ｂにより記録され管理されている。
【００５７】
　代行発行納品書フォーマットデータベース部６０ｂは、顧客及び／又は納品先毎に唯一
の顧客向け代行発行納品書フォーマット番号（Ｎｏ．）として採番され、コード化されて
、納品書発行管理部４０ｂにより記録され、管理されている。
　納品書のフォーマットは、小売店欄、顧客（納品先）欄、日付（年月日）欄、商品コー
ド欄、商品名欄、数量欄、単価欄、販売価格（顧客向け価格）欄、合計金額欄等を備え、
顧客コード（ログインコード）（顧客コード及び枝番を含む）、代理店コード、代行発行
納品書フォーマット番号をキーとするＰＤＦファイルとして記録する。
　また、代行発行納品書フォーマットデータベース部６０ｂは、小売店が特定した納品書
のフォーマットに関するデータが、唯一の小売店向け代行発行納品書ファーマット番号（
Ｎｏ．）として採番され、コード化されて、納品書発行管理部４０ｂにより記録され、管
理されている。
　小売店向け納品書のフォーマットは、代理店欄、小売店欄、日付（年月日）欄、商品コ
ード欄、商品名欄、数量欄、単価欄、合計金額欄等を備え、小売店コード（代理店コード
及び枝番により構成）、代行納品書フォーマット番号をキーとしてＰＤＦファイルとして
記録する。
【００５８】
　決済情報データベース部６２ｂは、決済システム８００、例えば支払処理機関サーバー
８１０より受信した商品の販売により生じた注文者の支払い処理に関するデータを記憶さ
れているが、購入管理部４８ｂによって記録され管理されている。
　記憶されているデータを具体的に説明すると、購入者の支払い処理状況を示すデータ（
注文者氏名、注文ナンバー、注文日時、支払日、決済の有無等）が記憶されている。
　なお、購入者の支払い処理状況を示すデータは、決済システム８００から、例えば、支
払処理機関サーバー８１０からのデータを受信して、記録し管理されるようにしてもよい
。
【００５９】
　決済情報データベース部６２ｂは、商品の販売により生じた注文者の支払い処理に関す
るデータを記憶している。記憶されているデータを具体的に説明すると、注文者の支払い
処理状況を示すデータが記憶されており、小売店が使用する小売店サーバー１４ｂにより
内容が閲覧することができ、小売店が支払い状況の確認するために用いられる。
【００６０】
（３）元販売者サーバーの構成
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　元販売者サーバー１６Ａは、インターネットなどのネットワーク１００を介して、顧客
クライアント１２、代理店サーバー１４ａ、小売店サーバー１４ｂ、送り主サーバー１８
と各種のデータをやり取りすることで商品の販売及び管理を行う機能を有する。
　図７は、元販売者サーバー１６Ａを示す機能ブロック図であり、図８は、データベース
サーバー２００の機能を示す機能ブロック図である。
　元販売者サーバー１６Ａは、データベースサーバー２００、ＷＷＷサーバー２０２及び
電子メール送受信部２０４を備える。
　そして、データベースサーバー２００は、納品書発行代行システム１０を管理するため
の運用管理部２１０と、商品管理部２１２と、代理店情報管理部２１４と、小売店情報管
理部２１５と、顧客管理部２１６と、送り主管理部２１８と、注文管理部２２０と、納品
書発行管理部２２２と、メール管理部２２４と、在庫状況管理部２２６と、売り上げ管理
部２２８と、購入管理部２３０と、販売ルート管理部２３４とを備える。
【００６１】
　また、元販売者サーバー１６Ａは、各種情報を管理するためのデータベース、例えば、
運用管理データベース部３１０、商品データベース部３１２、代理店データベース部３１
４、小売店データベース部３１５、顧客データベース部３１６、送り主データベース部３
１８、注文データベース部３２０、代行発行納品書フォーマットデータベース部３２２、
メールデータデータベース部３２４、在庫状況データベース部３２６、売り上げ情報デー
タベース部３２８、購入データベース部３３０、決済情報データベース部３３２及び販売
ルートデータベース部３３４を有し、データベースサーバー２００によって記録され管理
されている。
【００６２】
　運用管理部２１０は、元販売者サーバー１６Ａ等を備えてサービスを提供する納品書発
行システム運営者における納品書発行システムの運用管理者に付与するＩＤ、権限種別、
パスワードを登録、変更、削除する機能を有し、運用管理者ＩＤ等を運用管理データベー
ス部３１０に記録し管理する。
　なお、運用管理者は、付与された運用管理者ＩＤとパスワードとを入力し、ログインボ
タンを押すことにより元販売者サーバー１６Ａに、権限種別に応じた管理者権限でログイ
ンすることができるように構成されている。
【００６３】
　商品管理部２１２は、製造者及び商品等の分類管理をする機能を有する。
　そして、商品管理部２１２において、図１１に示すように、大分類、小分類の登録、削
除、変更を行う機能を有する。例えば、製造者及び商品の大分類として、「空調機・冷凍
機用具」「計測器・測定器・検知器」といった分類分けをするとともに、その大分類に属
する小分類、例えば、大分類「空調機・冷凍機用具」に対しては、製造者たる「ＸＹＺ社
」の「ミニチューブカッター」「ベンダー」といった小分類に分類分けするとともに、各
商品の単価が数段階のランクにランク分けされ、各商品及び各商品の製造者をコード化し
て、商品データベース部３１２及び代理店データベース部３１４において記録し管理する
。
　また、ランク分けされた商品の各ランク毎の単価又は各ランク毎の単価に対する掛け率
も記録し、管理する。
　なお、掛け率は、商品群で決定されることもあり、又、商品毎に決定されることもある
。
　この商品管理部２１２は、製造者及び商品等の検索機能を有する。
【００６４】
　代理店情報管理部２１４は、図１２に示すように、代理店に関する情報の管理及び販売
する商品の情報の管理をする機能を有する。代理店とは、商品を売りさばく者をいい、元
販売者に代わって、小売店に対し販売を行う者（代理商）をいう。
　代理店に関する情報の管理としては、例えば、代理店名、代理店コード（依頼主コード
）、パスワード、代理店分類、電話番号、ファックス番号、所在地、代表者名、担当部署
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名、担当者名、担当者メールアドレス、ＵＲＬ、検索用キーワード、各代理店を紹介する
紹介文、問い合わせ先メールアドレス、営業休業設定等の項目を、登録、変更、削除する
ことにより管理する機能を有する。また、代理店が、取引の契約を締結している小売店の
情報も管理する機能を有する。これらの情報は、代理店データベース部３１４において記
録し管理される。
　代理店データベース部３１４のデータは、代理店サーバー１４ａによってＷＷＷサーバ
ー２０２により提供された代理店登録情報のための画面（インターフェース）から入力さ
れたデータが記録されたり、変更されたりすることにより記録される。
　代理店コード・パスワードは、元販売者サーバー１６Ａにログインするときのログイン
ＩＤ・パスワードとなる。
　さらに、代理店情報管理部２１４は、各代理店において販売する商品の情報の管理とし
て、当該代理店が販売する商品コード及び商品名、フリガナ、商品分類、検索のためのキ
ーワード、商品の説明文、仕様／内容説明、単価、送料が、商品情報として管理される。
　そして、代理店情報管理部２１４は、各代理店及び商品に関するデータを検索する機能
を有する。
【００６５】
　小売店情報管理部２１５は、図１３に示すように、小売店に関する情報の管理及び販売
する商品の情報の管理をする機能を有する。小売店とは、商品を売りさばく者をいい、顧
客に商品を供給する者（小売商）をいう。
　小売店に関する情報の管理としては、例えば、小売店名、小売店コード（依頼主コード
：代理店コード＋枝番により構成される。）、パスワード、納品先コード、小売店分類、
電話番号、ファックス番号、所在地、代表者名、担当部署名、担当者名、担当者メールア
ドレス、ＵＲＬ、検索用キーワード、各小売店を紹介する紹介文、問い合わせ先メールア
ドレス、営業休業設定等の項目を、登録、変更、削除することにより管理する機能を有す
る。また、小売店が、取引の契約を締結している顧客の情報も管理する機能を有する。こ
れらの情報は、小売店データベース部３１５において記録し管理される。
　小売店データベース部３１５のデータは、小売店サーバー１４ｂによってＷＷＷサーバ
ー２０２により提供された小売店登録情報のための画面（インターフェース）から入力さ
れたデータが記録されたり、変更されたりすることにより記録される。
　小売店コード・パスワードは、元販売者サーバー１６Ａにログインするときのログイン
ＩＤ・パスワードとなる。
　さらに、小売店情報管理部２１５は、各小売店において販売する商品の情報の管理とし
て、当該小売店が販売する商品コード及び商品名、フリガナ、商品分類、検索のためのキ
ーワード、商品の説明文、仕様／内容説明、単価、送料が、商品情報として管理される。
　そして、小売店情報管理部２１５は、各小売店及び商品に関するデータを検索する機能
を有する。
【００６６】
　顧客管理部２１６は、図１２及び図１３に示すように、顧客の情報の管理、例えば、代
表者氏名及び／又は担当者氏名・名称又は氏名、フリガナ、略称、顧客コード（依頼主コ
ード：小売店コード＋枝番により構成される。）、当該顧客を管理する小売店コード、パ
スワード、顧客ランク、電話番号、ファックス番号、郵便番号、住所、メールアドレス、
ＵＲＬ、納品先（納品先名称、住所、納品先代表者、納品先担当者、納品先ＩＤ等を含む
）等の項目の登録、変更、削除をして管理する機能を有し、顧客データベース部３１６に
おいて記録し管理する。
　顧客データベース部３１６のデータは、顧客クライアント１２によってＷＷＷサーバー
２０２により提供された顧客登録情報のための画面（インターフェース）から入力された
データが記録されたり、変更されたりすることにより記録される。
　当該顧客を管理する代理店コードは、代理店により代理店サーバー１４ａによってＷＷ
Ｗサーバー２０２により提供された顧客登録情報のための画面（インターフェース）から
入力されたデータが記録されたり、変更されたりすることにより記録される。
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　この顧客管理部２１６は、顧客に関するデータ及び当該顧客を管理する代理店を検索す
る機能を有する。
　顧客情報としては、代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称又は氏名、フリガナ、顧客
コード（依頼主コードから算出された数値等により構成され、小売店コードと対応させて
、どの小売店の何れの顧客かを区分している）、当該顧客を管理する代理店コード、パス
ワード、電話番号、ファックス番号、住所、顧客メールアドレスがある（図１３参照）。
　この実施の形態においては、顧客コードは、元販売者サーバーにログインするときの顧
客ログインコードに対応する依頼主コードで構成され、顧客データベース部３１６におい
て記録し、管理している。
【００６７】
　送り主管理部２１８は、受注した商品を納品先に発送する者（送り主）、例えば元販売
者の物流センターや元販売者に商品を納入した製造者の新規登録、登録済みの送り主情報
の変更、削除をして、送り主の管理をし、送り主データベース部３１８において記録し管
理する。
　送り主情報としては、送り主名、フリガナ、送り主コード（ＩＤ）、パスワード、送り
主分類、電話番号、ファックス番号、所在地、代表者名、担当部署名、担当者名、担当者
メールアドレス、ＵＲＬ、元販売者に提供される製品及び製品の内容を示す案内文、問い
合わせ先メールアドレス等の情報を含む。
　この送り主管理部２１８は、受注した商品の納品先に発送した発送に関するデータを検
索する機能を有する。
【００６８】
　注文管理部２２０は、注文者たる代理店より発注された商品の注文管理をする機能を有
する。
　注文管理部２２０は、図２０に示すように、代理店より発注された商品の情報の管理、
例えば、発注番号（Ｎｏ．）、管理番号（Ｎｏ．）、注文年月日、代理店コード、納品先
コード、顧客又は小売店の代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称又は氏名、購入金額、
販売ルート番号、依頼主コード等を登録し、また、登録された情報を検索、表示する機能
を有し、注文データベース部３２０において記録し管理する。
【００６９】
　取引情報としては、例えば、図２０に示すように次のような情報を有する。
　・注文情報（発注番号（Ｎｏ．）、管理番号（Ｎｏ．）、注文日、代理店コード、代理
店名、納品先コード、合計金額を含む）
　・注文者情報（代理店コード、顧客又は小売店の代表者氏名及び／又は担当者氏名・名
称又は氏名、代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称又は氏名のフリガナ、郵便番号、住
所、メールアドレス、電話番号、ファックス番号）
　・注文商品情報（商品コード、商品名、個数、顧客又は小売店ランクに基づく単価又は
掛け率、送料、販売価格、商品に対する要望）
　・代行発行納品書情報（顧客向け代行発行納品書フォーマット番号（Ｎｏ．）、小売店
向け代行発行納品書フォーマット番号（Ｎｏ．）、代理店向け代行発行納品書フォーマッ
ト番号（Ｎｏ．）、代理店コード）
　・出荷指示情報（納品先、納品先コード、出荷指示番号（Ｎｏ．）、出荷依頼番号（Ｎ
ｏ．））
　発注番号とは、代理店サーバー１４ａによりＷＥＢ発注入力を行った処理単位毎に元販
売者サーバー１６Ａによりシステム上で、発番される番号であり、代理店が顧客より発注
された商品に関する情報の確認をするための確認番号である。この実施の形態においては
、発注番号は、元販売者にとっての受注番号であり、システム上１つのユニークな番号と
する。発注番号と同義の受注番号は、タイムバケット概念により分類管理する。タイムバ
ケットは、その日の出荷可能なものを区別するために（例えば、Ｐ．Ｍ．５：００迄）、
時間帯毎に及び／又は物流センター又は製造者（メーカー）毎に、商品の属性として分類
している。
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　出荷指示番号とは、元販売者の物流センター等の送り主に対して同一納品先、発送日で
纏めた集合に対して、出荷指図単位に自動採番された番号をいう。
　出荷依頼番号とは、上記出荷指示番号とほぼ同格の扱いとなるものの、出荷を指示する
先が外部企業である製造者等の送り主である場合に、出荷指示番号として採番される番号
をいう。
　代行発行納品書番号とは、出荷指示番号・出荷依頼番号に従って売上金額算出のための
単価値入がされた出荷商品を伴った明細と一致する単位で印字の際に処理単位毎にユニー
クに採番される。代行発行納品書番号は、予め、顧客、小売店及び代理店との間の約束事
に従って採番されるが、顧客、小売店及び代理店のオリジナル番号と重ならない番号とす
る。（例えば、番号の先頭が変わるかの、別の記号を付ける。）
　管理番号とは、元販売者において伝票が発生したとき、元販売者サーバー１６Ａにより
自動採番される番号であり、伝票等の取引関係及び帳票を管理する番号である。
　注文に関する情報は、請求明細書・売上金元帳（売掛金管理簿）に記載され、管理番号
により取引追跡のキーとなる。
　販売価格は、商品毎に[（単価）×個数]で計算され、表示される。
　合計金額は、一つの代行発行納品書毎の販売価格の合計である。
　この注文管理部２２０は、注文に関するデータを検索する機能を有する。
【００７０】
　納品書発行管理部２２２は、顧客向け代行発行納品書のフォーマット、代理店向け代行
発行納品書のフォーマット及び小売店向け代行発行納品書のフォーマットに関するデータ
を、代理店毎に唯一の各代行発行納品書フォーマット番号として採番し、コード化して、
代行発行納品書フォーマットデータベース部３２２において記録し管理している。
　納品書発行管理部２２２は、納品先コードに基づき、代行発行納品書フォーマットデー
タベース部３２２より、顧客向け代行発行納品書フォーマット番号に基づき顧客が顧客向
け代行発行納品書のフォーマットに関するデータを抽出する。そして、注文データベース
部３２０より、納品先コードに対応して、顧客の代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称
又は氏名、住所、電話番号等の顧客を判定する情報を抽出し、且つ、注文データベース部
３２０より注文商品に関する情報（商品コード、商品名、数量、単価、販売価格）を抽出
して、顧客向け代行発行納品書のフォーマットに関するデータに当てはめる機能を有する
。
　また、納品書発行管理部２２２は、小売店コードに基づき、代行発行納品書フォーマッ
トデータベース３２２より、小売店向け代行発行納品書フォーマット番号に基づき小売店
向け代行発行納品書のフォーマットに関するデータを抽出する。そして、注文データベー
ス部３２０より小売店コードに対応して、小売店の代表者氏名及び／又は担当者氏名・名
称、住所、電話番号等の小売店を判定する情報を抽出し、且つ、注文データベース部３２
０より注文商品に関する情報（商品コード、商品名、数量、単価、小売店向け価格）を抽
出して、小売店向け代行発行納品書フォーマットに関するデータに当てはめる機能を有す
る。
　また、納品書発行管理部２２２は、代理店コードに基づき、代行発行納品書フォーマッ
トデータベース部３２２より、代理店向け代行発行納品書フォーマット番号に基づき代理
店向け代行発行納品書フォーマットに関するデータを抽出する。そして、注文データベー
ス部３２０より代理店コードに対応して代理店の代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称
、住所、電話番号等の代理店を判定する情報を抽出し、且つ、注文データベース部３２０
より注文商品に関する情報（商品コード、商品名、数量、単価、販売価格）、代理店向け
情報（発注番号（Ｎｏ．）を含む）を抽出して、代理店向け代行発行納品書フォーマット
に関するデータに当てはめる機能を有する。
【００７１】
　メール管理部２２４は、例えば、電子メールの発送先・電子メールの内容の決定、電子
メール発送先顧客の検索、電子メール発送作業の完了、顧客向け電子メール内容作成等の
顧客、代理店、小売店及び製造者向けメールの管理を行う機能を有し、メールデータデー
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タベース部３２４において、メールに関する情報を記録し管理する。
　このメール管理部２２４は、メールに関するデータを検索する機能を有する。
　メールの発送先の検索は、例えば、生年月日、住所等の項目のうち、入力された項目に
よって検索することができるように構成されている。
　そして、このメール管理部２２４によって導き出された顧客向けメールは、電子メール
送受信部２０４によって顧客に送信されることになる。
【００７２】
　在庫状況管理部２２６は、元販売者の下において、保管している商品及び保管している
場所を、商品コード、仕入先名、仕入年月日、数量、出荷日、保管場所名、保管場所コー
ド等の情報により管理する。
　これらの情報は、元販売者サーバー１６Ａの在庫状況データベース部３２６、送り主デ
ータベース部３１８及び売り上げ情報データベース部３２８において記録し、在庫状況管
理部２２６により管理されている。
【００７３】
　売り上げ管理部２２８は、注文データベース部３２０及び代行発行納品書フォーマット
データベース部３２２の情報を基にして、売り上げ情報を売り上げ情報データベース部３
２８に記録し、管理する。更に、売り上げ管理部２２８は、商品を代理店の顧客に掛売り
したときの未収代金を売り掛け計上し売り上げ情報データベース部３２８に記録して、顧
客、代理店及び小売店毎に管理する。
　売掛金は、代行発行納品書フォーマットデータベース部３２２と決済情報データベース
部３３２とを比較し、掛売り代金を回収した時には、処理をする。
　この売り上げ管理部２２８は、売り上げ及び売掛金に関するデータを検索する機能を有
する。
　また、売り上げ管理部２２８は、顧客データベース部３１６の情報と売り上げ情報デー
タベース部３２８の情報とから、マーケティング情報を抽出し、管理する機能を有する。
　マーケティング情報とは、例えば、商品名（個数含む）、注文年月日（時期）、地域、
業種、企業規模、購入頻度等により構成される情報である。これらマーケティング情報は
、売り上げ情報データベース部３２８において、顧客（納品先）毎にデータベース化され
て、記録され管理される。
　さらに、また、売り上げ管理部２２８は、上記マーケティング情報を利用することによ
り、統計情報の管理機能をも備える。統計情報の管理機能とは、例えば、マーケティング
情報に含まれる各データや顧客情報と売り上げ情報とを利用することによる、相関関係、
回帰分析、クラスタリング等に基づく統計情報の管理機能等である。
　従って、元販売者側において顧客による消費情報を把握することができるので、元販売
者は、該マーケティング情報を、元販売者における商品管理等の効率化を図るために利用
することができる。
【００７４】
　購入管理部２３０は、注文管理部２２０によって管理されている注文データベース部３
２０の情報を受け取り、各代理店の注文ナンバー、注文年月日、代理店名、合計金額、注
文状況、注文された商品に関する情報（商品名、商品コード、個数、単価、送料、販売価
格）を、購入データベース部３３０に記録し管理する。
　この購入管理部２３０は、各代理店の商品購入に関するデータを検索する機能を有する
。
【００７５】
　販売ルート管理部２３４は、顧客及び／又は納品先に従って定まる、当該顧客と元販売
者との間の販売ルートを管理する。
　販売ルートとは、顧客及び／又は納品先を担当する販売店及びその販売店を担当する代
理店と元販売者との間の「商品の販売に関する要求情報の流れ」及び「商品の納品に関す
る商品の流れ（商品の納品ルート）」のルートをいう。
　販売ルート管理部２３４は、代理店サーバー１４ａからの販売ルートの申し入れがある
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と、販売ルート番号を発行し、管理する機能を有する。例えば、販売ルート番号は、元販
売者、代理店及び小売店により定まる販売ルートに対応して、一意的に特定される番号で
ある。また、販売ルート番号は、元販売者、代理店、小売店及び顧客により定まる販売ル
ートに対応して、一意的に特定される番号である。
　販売ルート番号は、代行発行すべき各代行発行納品書フォーマットデータと、該販売ル
ートに関連する顧客向け、小売店向け及び代理店向けの単価（又は掛け率）とをそれぞれ
関連付けた状態で、管理している。
【００７６】
　元販売者は、通常、代理商（店）と代理店契約を締結し、代理商（店）は、通常、小売
商（店）と取引の契約を締結しており、かかる契約によって、商品の販売に関する要求情
報の流れ及び要求された代行発行納品書及び商品の納品ルート、すなわち販売ルートが定
まる。
　このようにして定まった販売ルートは、元販売者サーバー１６Ａの販売ルート管理部２
３４により番号を自動採番され、販売ルート番号により、商品の販売に関する要求情報の
流れ及び要求された代行発行納品書及び商品の納品ルートの確認の容易化をしている。
【００７７】
（予め販売ルートが特定されている場合）
　以下、代理店サーバー１４ａから元販売者サーバー１６Ａに対して商品の注文がされた
場合における販売ルート番号を特定する方法について、説明する。
　元販売者が、顧客から商品の納品先を特定する情報を含む注文情報を受けた代理店サー
バーを備える代理店より、納品書の発行及び商品の配送を受注する場合において、前記注
文情報に基づき、前記代理店が取引する複数の小売店から選択された一の小売店を介して
納品先に商品を納品する場合に、前記元販売者が、前記小売店及び／又は前記代理店に代
わって納品書を発行する構成として、納品書発行代行システムについて、以下述べる。
　まず、代理店は、顧客から商品の注文を受ける。次に、代理店は、元販売者に納品書発
行代行システムを利用して、代理店コードを用いて発注を行う。このとき、元販売者は、
何処の代理店より発注が行われたのかを認識する（すなわち、元販売者と代理店とのルー
トが特定する）。さらに、発注時に顧客から商品の納品先を特定する情報（納品先コード
）を含む注文情報を受信する（ここで、元販売者と商品の納品先である顧客とにおける商
品の納品ルートが特定する）。
　続いて、代理店は、顧客に商品を納入する際に、顧客からの注文情報に基づき、該代理
店が取引する複数の小売店から一の小売店を選択する（ここで、代理店と小売店とのルー
トが特定する）。
　以上の手続により、元販売者と代理店のルート、代理店と小売店とのルート、小売店と
顧客のルートが特定することで、結果、販売ルートが特定される。このように、販売ルー
トが特定され、販売ルート番号が特定される。注文情報を受信することにより、元販売者
は、商品の納品ルートも特定される。
　次に、元販売者が、小売店から商品の納品先を特定する情報を含む注文情報を受けた代
理店サーバーを備える代理店より、納品書の発行及び商品の配送を受注する場合において
、前記注文情報に基づき、前記元販売者が、前記代理店に代わって納品書を発行する構成
として、納品書発行代行システムについて、以下述べる。
　まず、代理店は、小売店から商品の注文を受ける。次に、代理店は、元販売者に納品書
発行代行システムを利用して、小売店コードを用いて発注を行う。このとき、元販売者は
、何処の代理店を通して小売店が発注を行ったのかを認識する（ここで、元販売者、代理
店及び小売店のルートが特定する）。さらに、発注時に商品の納品先を特定する情報（納
品先コード）を含む注文情報を受信する（ここで、元販売者と商品の納品先である小売店
とにおける商品の納品ルートが特定する）。
　以上の手続により、元販売者と代理店とのルート、代理店と小売店とのルートが特定す
ることで、結果、販売ルートが特定される。このように、販売ルートが特定され、販売ル
ート番号が特定される。注文情報を受信することにより、元販売者は、商品の納品ルート
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も特定される。
【００７８】
（販売ルートが逐次追加される場合）
　なお、代理店が、新たな販売ルートとして小売店を追加する場合、元販売者に対して、
予め申し出ておく必要がある。代理店が新たな販売ルートを構築する毎に、一意的に定ま
る販売ルート番号を発行する必要のためである。
　代理店サーバー１４ａより、元販売者サーバー１６Ａに対して新たな小売店の追加の申
出があった場合、元販売者サーバー１６Ａの販売ルート管理部２３４は、元販売者、代理
店及び小売店により定まる販売ルートに対応して、一意的に販売ルート番号を発行し、販
売ルートデータベース部３３４において記録し管理する。
　また、販売ルート番号が管理する販売ルートが、元販売者、代理店及び小売店により定
まる販売ルートである場合において、代理店は、該販売ルート番号が管理をしない顧客ま
でを納品先の対象として、商品の納品を希望する場合もある。しかし、この場合は、販売
ルート番号に基づいて、顧客向け代行発行納品書フォーマットデータを抽出することがで
きない。そのため、販売ルート番号の管理外の顧客を対象として、商品の納品の発注が行
われた場合は、発注時に、顧客を選択する処理を行うか、若しくは、顧客を入力すること
で、顧客を特定する。そうすることで、小売店の名の下に発行する顧客向けの納品書フォ
ーマットデータを抽出することができる。
【００７９】
　ＷＷＷサーバー２０２は、ＨＴＴＰプロトコルに基づいて、顧客クライアント１２、代
理店サーバー１４ａ、小売店サーバー１４ｂ及び送り主サーバー１８に、各種画面を生成
し、フォーマット等各種のデータを配信する機能を有する。なお、具体的に配信されるデ
ータとしては、後に詳述する商品データベース部３１２に記録された販売商品に関する内
容を表示するデータを表示するデータ、購入申込みデータを入力する画面を表示するデー
タ、顧客クライアント１２、代理店サーバー１４ａ、小売店サーバー１４ｂ及び送り主サ
ーバー１８により入力されたデータを確認する表示を行うデータなどのデータの閲覧及び
入力のために用いられる様々な画面及びそのデータが送信される。
【００８０】
　電子メール送受信部２０４は、ＳＭＴＰプロトコル及びＰＯＰ３プロトコルに基づいて
電子メールの送受信を行う機能を有する。なお、具体的に送信又は受信される電子メール
としては、代理店及び寄付対象団体とサービス提供者との契約内容を知らせる電子メール
や顧客に対する製造者の情報などが送信される。
【００８１】
　次に、納品書発行代行システム１０の情報を記録するデータベースについて説明する。
　商品データベース部３１２は、図１１に示すように、元販売者サーバー１６Ａにおいて
販売される商品の商品内容のデータが記憶されている。
　商品データベース部３１２においては、商品コード、商品名、フリガナ、商品分類、検
索のためのキーワード、商品の説明文、仕様／内容説明、単価、送料が記録されている。
　なお、商品データベース部３１２は、適宜製造者により送り主サーバー１８によってネ
ットワーク１００を介して提供される商品データが、送り主管理部２１８によって記録さ
れ管理されている。
　例えば、製造者及び商品の大分類として、「空調機・冷凍機用具」「計測器・測定器・
検知器」といった分類分けをするとともに、その大分類に属する小分類、例えば、大分類
「空調機・冷凍機用具」に対しては、製造者たる「ＸＹＺ社」の「ミニチューブカッター
」「ベンダー」といった小分類に分類分けするとともに、各商品の単価が数段階のランク
にランク分け（図１１図示、Ａランク、Ｂランク、Ｃランク等の格付け）され、各商品及
び各商品の製造者をコード化して、商品データベース部３１２において記録し管理される
。
　また、ランク分けされた商品の各ランク毎の単価又は各ランク毎の単価に対する掛け率
も記録し、管理する。
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　なお、掛け率は、商品群で決定されることもあり、又、商品毎に決定されることもある
。
　商品データベース部３１２は、商品マスタ及び顧客別単価マスタ（表２及び表３に示す
）を商品情報として記憶し管理する。

【表２】

【表３】

【００８２】
　代理店データベース部３１４は、元販売者サーバー１６Ａに代理店として登録している
代理店の代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称又は氏名、住所、ホームページのＵＲＬ
、電子メールアドレス連絡先などの各々の代理店特有の情報をデータとして記憶されてい
るが、代理店情報管理部２１４によって記録され管理されている。
　代理店データベース部３１４のデータは、代理店がＷＷＷサーバー２０２により代理店
サーバー１４ａに提供された代理店登録情報のための画面から入力されたデータが記憶さ
れたり、代理店サーバー１４ａの管理者により入力される。代理店とは、商品を売りさば
く者をいい、元販売者に代わって小売店に対し、販売を行う者（代理商）をいう。
　代理店情報としては、商品の販売者名、フリガナ、商品の代理店コード、パスワード、
電話番号、ファックス番号、所在地、代表者名、担当部署名、担当者名、担当者メールア
ドレス、ＵＲＬ、検索用キーワード、商品の代理店を紹介する紹介文、問い合わせ先メー
ルアドレス、営業休業設定がある。
　また、代理店が、取引の契約を締結している小売店の情報も記録され、管理されている
。
　代理店のＩＤ毎に、代行発行納品書フォーマットデータベース部３２２の代行発行納品
書フォーマット、納品書への商品の値入れ単価が確定する。
【００８３】
　小売店データベース部３１５は、元販売者サーバー１６Ａに小売店として登録している
小売店の代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称、住所、ホームページのＵＲＬ、電子メ
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ールアドレス連絡先などの各々の代理店特有の情報をデータとして記憶されているが、小
売店情報管理部２１５によって記録され管理されている。
　小売店データベース部３１５のデータは、小売店がＷＷＷサーバー２０２により小売店
サーバー１４ｂに提供された小売店登録情報のための画面から入力されたデータが記憶さ
れたり、小売店サーバー１４ｂの管理者により入力される。小売店とは、商品を売りさば
く者をいい、顧客に商品を供給する者（小売商）をいう。
　小売店情報としては、商品の販売者名、フリガナ、小売店コード（代理店コード＋枝番
により構成される。）、パスワード、納品先コード、電話番号、ファックス番号、所在地
、代表者名、担当部署名、担当者名、担当者メールアドレス、ＵＲＬ、検索用キーワード
、商品の販売者を紹介する紹介文、問い合わせ先メールアドレス、営業休業設定がある。
　小売店のＩＤ毎に、代行発行納品書フォーマットデータベース部３２２の代行発行納品
書フォーマット、納品書への商品の値入れ単価が確定する。
【００８４】
　顧客データベース部３１６は、代理店サーバー１４ａ、小売店サーバー１４ｂ及び元販
売者サーバー１６Ａに顧客として代理店、小売店及び／又は元販売者の顧客として関連づ
けて登録している、例えば、代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称又は氏名、フリガナ
、略称、顧客コード（小売店コード＋枝番により構成される。）、納品先コード、当該顧
客を管理する代理店コード、パスワード、顧客ランク、電話番号、ファックス番号、郵便
番号、住所、メールアドレス、ＵＲＬ、納品先（納品先名称、住所、納品先代表者、納品
先担当者、納品先ＩＤ等を含む）等の各々の顧客特有の情報をデータとして記憶されてい
るが、顧客管理部２１６によって記録され管理されている。
　顧客データベース部３１６のデータは、購入者が顧客クライアント１２によってＷＷＷ
サーバー２０２により提供された顧客登録情報のための画面から入力されたデータが記憶
されたり、代理店サーバー１４ａの管理者により入力される。
　この実施の形態においては、顧客コードは、元販売者サーバー１６Ａにログインすると
きの顧客ログインコードに対応する小売店コード及び枝番で構成され、顧客データベース
３１６で管理している。
　ここに顧客ランクとは、代理店及び／又は元販売者によって決定された顧客の順位・格
付けであり、このランクに基づいて顧客が購入できる商品の単価が又は掛け率が決定され
る。
　顧客向けの商品の単価は、通常、代理店又は小売店が顧客毎にランクを定め、該ランク
に対応する末端価格、又は製造者・元販売者等の生産者価格、代理店等の卸売価格に対す
る掛け率を定めている。
【００８５】
　送り主データベース部３１８は、製造者に関する様々なデータが記憶されているが、送
り主管理部２１８により記録され管理されている。記憶されているデータとしては、製造
者の活動内容を説明したテキストデータや写真データ等の他、製造者がインターネットの
ホームページを有しているときには、そのＵＲＬ等も記憶されている。
　製造者情報としては、製造者名、フリガナ、製造者コード（ＩＤ）、パスワード、製造
者分類、電話番号、ファックス番号、所在地、代表者名、担当部署名、担当者名、担当者
メールアドレス、ＵＲＬ、製造者案内文、問い合わせ先メールアドレスがある。
【００８６】
　注文データベース部３２０は、代理店から注文された商品の情報、注文した顧客又は小
売店の代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称や住所等の注文者情報及び支払方法等のデ
ータが記録されているが、注文管理部２２０によって記録され管理されている。
　この情報は、ＷＷＷサーバー２０２により提供された購入申込みデータを入力する画面
（インターフェース）から入力された購入申込みデータが記憶されている。
　注文データベース部３２０に記憶されている購入申込みデータは、代理店が使用する代
理店サーバー１４ａにより内容が閲覧され、代理店が注文内容を確認するために用いるこ
とができる。
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　取引情報としては、例えば、図２０に示すように次のような情報を有する。
　・注文情報（発注番号（Ｎｏ．）、管理番号（Ｎｏ．）、注文日、代理店コード、代理
店名、納品先コード、合計金額を含む）
　・注文者情報（代理店コード、顧客又は小売店の代表者氏名及び／又は担当者氏名・名
称又は氏名、代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称又は氏名のフリガナ、郵便番号、住
所、メールアドレス、電話番号、ファックス番号）
　・注文商品情報（商品コード、商品名、個数、顧客又は小売店ランクに基づく単価又は
掛け率、送料、販売価格、商品に対する要望）
　・代行発行納品書情報（顧客向け代行発行納品書フォーマット番号（Ｎｏ．）、小売店
向け代行発行納品書フォーマット番号（Ｎｏ．）、代理店向け代行発行納品書フォーマッ
ト番号（Ｎｏ．）、代理店コード）
　・出荷指示情報（納品先、納品先コード、出荷指示番号（Ｎｏ．）、出荷依頼番号（Ｎ
ｏ．））
　発注番号とは、代理店サーバー１４ａによりＷＥＢ発注入力を行った処理単位毎に代理
店サーバー１４ａ又は元販売者サーバー１６Ａによりシステム上で、発番される番号であ
り、代理店が顧客より発注された商品に関する情報の確認をするための確認番号である。
この実施の形態においては、発注番号は、元販売者にとっての受注番号であり、システム
上１つのユニークな番号とする。発注番号と同義の受注番号は、タイムパケット概念によ
り分類管理する。タイムパケットは、その日の出荷可能なものを区別するために（例えば
、Ｐ．Ｍ．５：００迄）、時間帯毎に及び／又は物流センター又は製造者（メーカー）毎
に、商品の属性として分類している。
　出荷指示番号とは、元販売者の物流センター等の送り主に対して同一納品先、発送日で
纏めた集合に対して、出荷指図単位に自動採番された番号をいう。
　出荷依頼番号とは、上記出荷指示番号とほぼ同格の扱いとなるものの、出荷を指示する
先が外部企業である製造者等の送り主である場合に、出荷指示番号として採番される番号
をいう。
　顧客向け、小売店向け及び代理店向け代行発行納品書番号とは、出荷指示番号・出荷依
頼番号に従って売上金額算出のための単価値入がされた出荷商品を伴った明細と一致する
単位で印字の際に処理単位毎にユニークに採番される。代行発行納品書番号は、予め、顧
客、小売店及び代理店との間の約束事に従って採番されるが、顧客、小売店及び代理店の
オリジナル番号と重ならない番号とする（例えば、番号の先頭が変わるかの、別の記号を
付ける。）。
　管理番号とは、元販売者において伝票が発生したとき、元販売者サーバー１６Ａにより
自動採番される番号であり、伝票等の取引関係及び帳票を管理する番号である。
　注文に関する情報は、請求明細書・売上金元帳（売掛金管理簿）に記載され、管理番号
により取引追跡のキーとなる。
　販売価格は、商品毎に[（単価）×個数]で計算され、表示される。
　合計金額は、一つの代行発行納品書毎の販売価格の合計である。
　この注文管理部２２０は、注文に関するデータを検索する機能を有する。
【００８７】
　代行発行納品書フォーマットデータベース部３２２は、顧客が特定した代行発行納品書
のフォーマット、代理店が特定した代行発行納品書のフォーマット及び小売店が特定した
代行発行納品書フォーマットに関するデータが、代理店毎に唯一の代行発行納品書フォー
マット番号が採番され、コード化されて、納品書発行管理部２２２により記録され、管理
されている。
　代行発行納品書のフォーマットは、代行発行納品書フォーマット番号（・代行発行納品
書フォーマット番号〔代理店から小売店への納品書〕、・代行発行納品書フォーマット番
号〔小売店から納品先への納品書〕）、販売店（代理店又は小売店）欄、顧客（納品先（
顧客又は小売店））欄、日付（年月日）欄、商品コード欄、商品名欄、数量欄、単価欄、
販売価格、（顧客向け価格）欄、合計金額欄等を備え、代理店コード又は小売店コード、
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代行発行納品書フォーマット番号をキーとするＰＤＦファイルとして記録する。
【００８８】
　メールデータデータベース部３２４は、メール管理部２２４によって管理されているメ
ールに関するデータ、例えば、メールの発送先・メールの内容の決定、メール発送先顧客
の検索、メール発送作業の完了、顧客向けメール内容作成を記録しているが、メール管理
部２２４により記録され管理されている。
【００８９】
　在庫状況データベース部３２６は、元販売者の下において、保管している商品及び保管
している場所を、商品名、商品コード、仕入先名、仕入年月日、数量、出荷日、保管場所
名、保管場所コード等の情報を記録し、管理されている。
【００９０】
　売り上げ情報データベース部３２８は、売り上げ及び納品した商品の代金を売掛金とし
て処理をするために、販売先の顧客名及び顧客コード（ログインコード）、代理店名及び
代理店コード、小売店名および小売店コード、各月の売り上げ及び売り掛け、未処理売掛
金累計額等の情報を記録し、売り上げ管理部２２８により記録され管理されている。
【００９１】
　購入データベース部３３０は、各代理店の発注番号（Ｎｏ.）、注文年月日、代理店名
、合計金額、注文状況、注文された商品に関する情報（商品名、商品コード、個数、単価
、送料、販売価格）を、購入管理部２３０によって管理されている。
【００９２】
　決済情報データベース部３３２は、決済システム８００、例えば支払処理機関サーバー
８１０より受信した商品の販売により生じた購入者の支払い処理に関するデータを記憶さ
れているが、購入管理部２３０によって記録され管理されている。
　記憶されているデータを具体的に説明すると、購入者の支払い処理状況を示すデータ（
購入者氏名、購入者ナンバー、注文ナンバー、購入日時、支払日、決済の有無等）が記憶
されており、元販売者が使用する元販売者サーバー１６Ａにより内容が閲覧され元販売者
が支払い状況の確認するために用いられる。なお、元販売者が支払い状況の確認する場合
には、予め各代理店及び顧客に付与された顧客コード及びパスワードを用いて代理店及び
顧客の認証を行い、認証された代理店及び顧客と関係のないデータは閲覧されないように
構成されている。
　なお、購入者の支払い処理状況を示すデータは、決済システム８００から、例えば、支
払処理機関サーバー８１０からのデータを受信して、記録し管理されるようにしてもよい
。
【００９３】
　販売ルートデータベース部３３４は、顧客及び／又は納品先に従って定まる、当該顧客
と元販売者との間の販売ルートに関するデータを記録しているが、販売ルート管理部２３
４により管理されている。
　販売ルートとは、顧客及び／又は納品先を担当する小売店及びその小売店を担当する代
理店と元販売者との間の「商品の販売に関する要求情報の流れ」及び「商品の納品に関す
る商品の流れ（商品の納品ルート）」のルートをいう。
販売ルートに関するデータは、例えば、次の通りである（図２４参照）。
　依頼主コード（代理店コード＋枝番＋Ｃ／Ｄ）「依頼主＆代理店」を表す。
　納品先コード（☆顧客クライアント１２からの情報により記録）
　販売ルート番号
　小売店コード（※小売店の把握）
　顧客向け代行発行納品書フォーマット番号
　小売店向け代行発行納品書フォーマット番号
　代理店向け代行発行納品書フォーマット番号
　すなわち、販売ルート番号は、元販売者、代理店及び小売店により定まる販売ルートに
対応して、一意的に特定される番号である。また、販売ルート番号は、元販売者、代理店



(39) JP 2009-129007 A 2009.6.11

10

20

30

40

50

、小売店及び顧客により定まる販売ルートに対応して、一意的に特定される番号である。
　そして、販売ルート番号は、その販売ルートに関連した小売店、代理店及び元販売者に
対応して代行発行すべき顧客向け代行発行納品書フォーマット番号、小売店向け代行発行
納品書フォーマット番号及び代理店向け代行発行納品書フォーマット番号と関連させて管
理している。そうすることで、代理店コード（依頼主コード）、納品先コード及び小売店
コードにより特定された販売ルート番号に基づいて、効率よく各発行すべき代行発行納品
書フォーマットを抽出することが可能となる。
　また、販売ルート番号は、価格の管理を行っている（図２６）。すなわち、販売ルート
番号に関連する商品毎に、顧客向け単価、小売店向け単価及び代理店向け単価を関連付け
て管理している。また、販売ルート番号に関連する商品毎に、顧客向けの掛け率、小売店
向け掛け率及び代理店向け掛け率を関連付けて管理している場合もある。そうすることで
、各代行発行納品書に記載すべき価格等の情報を迅速に抽出することが可能となる。
【００９４】
　送り主サーバー１８は、任意のメールサーバー（図示せず）とＳＭＴＰプロトコル及び
ＰＯＰ３プロトコルに基づいて電子メールの送受信を行う機能を有する。なお、送り主サ
ーバー１８としては、インターネットなどのネットワーク１００に接続可能な通信機器を
有し、ＷＷＷブラウザアプリケーション及びメールクライアントアプリケーションがイン
ストールされたワークステーションやパーソナルコンピュータが使用される。
　送り主サーバー１８における登録は、次のようになされる。
　例えば、製造者より、登録の問い合わせがあれば、元販売者のシステム運営者は、元販
売者サーバー１６Ａにより送り主サーバー１８に登録申込書を送信し、製造者においては
、受信した登録申込書に所定事項を入力し、元販売者サーバー１６Ａに送信する。すると
、元販売者の運営者は、加入の審査をして、可能であれば、製造者に契約書を送信して、
製造者と契約を締結する。そして、元販売者サーバー１６Ａにおいて、契約をした製造者
用のＩＤ・パスワードを登録し、送り主サーバー１８にそのＩＤ・パスワードを送信し、
そのＩＤ・パスワードを元販売者サーバー１６Ａの送り主管理部２１８によって記録し管
理する。
【００９５】
　商品の製造者端末たる送り主サーバー１８は、顧客クライアント１２と同様に、インタ
ーネット等のネットワーク１００を介して元販売者サーバー１６Ａと接続し、元販売者サ
ーバー１６Ａに商品の製造者情報の新規登録、登録内容の変更をする機能を有する。
【００９６】
　送り主サーバー１８は、インターネットなどのネットワーク１００を介して元販売者サ
ーバー１６Ａと接続し、元販売者サーバー１６Ａよりコンピュータソフトウェア及び／又
は認証画面、情報管理画面及び注文管理画面が送信されることにより、データベースサー
バー４００が、商品の製造者管理者の認証機能手段４０２、送り主情報管理手段４０４、
出荷依頼管理手段４０６及び納品書発行管理手段４０８が提供される。
　この実施の形態においては、この送り主サーバー１８が元販売者サーバー１６ＡのＷＷ
Ｗサーバー２０２によって送られてくる画面に対応して入力をすることにより、認証画面
により認証機能手段４０２として、情報管理画面により送り主情報管理手段４０４として
、注文管理画面により出荷依頼管理手段４０６及び納品書発行管理手段４０８として、そ
れぞれ各機能を果たすように構成されている。
　製造者管理は、元販売者サーバー１６Ａの送り主管理部２１８において管理されており
、製造者管理者のＩＤとパスワードを入力し、ログインボタンを押すと、製造者管理者権
限でログインすることができる。
　製造者の情報管理として、送り主サーバー１８において新規登録する場合には、製造者
名、フリガナ、製造者コード（ＩＤ）、パスワード、製造者分類、電話番号、ファックス
番号、所在地、代表者名、担当部署名、担当者名、担当者メールアドレス、ＵＲＬ、製造
者案内文、問い合わせ先メールアドレスの可否を入力することにより管理する。また、そ
の変更を行い管理することができる。
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　製造者情報については、元販売者サーバー１６Ａの送り主管理部２１８でのみ、登録、
変更、削除をすることができるようにしてもよい。
　これら製造者情報は、元販売者サーバー１６Ａの送り主データベース部３１８において
記録し、送り主管理部２１８において管理されている。
【００９７】
　送り主管理手段４０４は、製造者の新規登録、登録済みの製造者情報の変更、削除をし
て、製造者の管理をし、送り主データベース部３１８において記録し管理する。
　製造者情報としては、製造者名、フリガナ、製造者コード（ＩＤ）、パスワード、製造
者分類、電話番号、ファックス番号、所在地、代表者名、担当部署名、担当者名、担当者
メールアドレス、ＵＲＬ、元販売者に提供される製品及び製品の内容を示す案内文、問い
合わせ先メールアドレス等の情報を含む。
　この送り主情報管理手段４０４は、製造者及び製造者より提供される製品に関するデー
タを検索する機能を有する。
【００９８】
　出荷依頼管理手段４０６は、元販売者より出荷依頼された商品の注文管理をする機能を
有する。
　出荷依頼管理手段４０６は、元販売者より出荷依頼された商品の情報の管理、例えば、
注文ナンバー、注文年月日、代理店コード、注文者氏名、購入金額等を登録し、また、登
録された情報を検索、表示する機能を有し、出荷依頼データベース部４１６において記録
し管理する。
　取引情報としては、例えば、図２０に示すように次のような情報を有する。
　・注文情報（発注番号（Ｎｏ．）、管理番号（Ｎｏ．）、注文日、代理店コード、小売
店コード、代理店名、納品先コード、合計金額を含む）
　・注文者情報（代理店コード又は小売店コード、顧客又は小売店の代表者氏名及び／又
は担当者氏名・名称又は氏名、代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称又は氏名のフリガ
ナ、郵便番号、住所、メールアドレス、電話番号、ファックス番号）
　・注文商品情報（商品コード、商品名、個数、顧客又は小売店ランクに基づく単価又は
掛け率、送料、販売価格、商品に対する要望）
　・代行発行納品書情報（顧客向け代行発行納品書フォーマット番号（Ｎｏ．）、小売店
向け代行発行納品書フォーマット番号（Ｎｏ．）、代理店向け代行発行納品書フォーマッ
ト番号（Ｎｏ．）、代理店コード）
　・出荷指示情報（納品先、納品先コード、出荷指示番号（Ｎｏ．）、出荷依頼番号（Ｎ
ｏ．））
【００９９】
　納品書発行管理手段４０８は、顧客、小売店及び代理店に送付するために元販売者サー
バー１６Ａより送信された代行発行納品書を記録し管理する機能を有する。
　もっとも、元販売者サーバー１６Ａにアクセスし、代理店コードに基づき、代行発行納
品書フォーマットデータベース部３２２より、代行発行納品書フォーマット番号に基づき
代行発行納品書フォーマットを抽出する。そして、注文データベース部３２０より代理店
コード又は小売店コード（ログインコード）に対応して顧客の代表者氏名及び／又は担当
者氏名・名称、住所、電話番号等の顧客及び／又は代理店を判定する情報を抽出し、且つ
、注文データベース部３２０より注文情報（合計金額等）、注文商品に関する情報（商品
コード、商品名、数量、単価、販売価格）、代理店向け情報（発注番号（Ｎｏ．）を含む
）、顧客向け情報及び小売店向け情報を抽出して、代行発行納品書フォーマットに当ては
める機能を有するように構成してもよい。
【０１００】
　商品登録は、商品管理部２１２において、製造者及び商品等の分類管理をすることがで
きるように、例えば、製造者及び商品の大分類として、「空調機・冷凍機用具」「計測器
・測定器・検知器」といった分類分けをするとともに、その大分類に属する小分類、例え
ば、大分類「空調機・冷凍機用具」に対しては、製造者たる「ＸＹＺ社」の「ミニチュー
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ブカッター」「ベンダー」といった小分類に分類分けするとともに、各商品の価格が数段
階のランクにランク分けされ、各商品及び各商品の製造者をコード化して、商品データベ
ース部３１２及び代理店データベース部３１４に格納されて管理される（図１１参照）。
　この登録された商品は、製造者及び商品等を、商品コード、製造者コード（ＩＤ）に基
づいて検索される。
【０１０１】
　次に、顧客登録について説明する。
　元販売者は、通常、代理商（店）と代理店契約を締結し、代理商（店）は、通常、小売
商（店）と取引の契約を締結しており、かかる契約によって商売上の手続きの流れとなる
販売ルート、すなわち商品の販売に携わる者、商品の販売に関する要求情報の流れ及び要
求された代行発行納品書の流れが定まる。
　顧客は、通常、小売店と取引をする顧客になり、顧客からの商品の注文を受ける小売店
及びその小売店を統轄する代理店と元販売者との間の販売ルートが、定まる。
　しかしながら、顧客は、同一顧客でありながら、直接的に、元販売者と取引をする代理
店の顧客となる場合、又は元販売者の管理下の顧客となる場合があり、その場合別の販売
ルートが定まることとなる。
　また、発注時に商品の納品先を指定することにより、商品の配送等の商品の納品ルート
、すなわち物流ルートが定まる。
　顧客登録については、このトップページにおける「顧客登録」ボタンをクリックするこ
とにより、元販売者サーバー１６Ａより送信された顧客登録画面（図９図示）に、必要事
項を入力されて元販売者サーバー１６Ａに返信されることにより、元販売者サーバー１６
Ａは、代理店データベース部３１４を検索して販売ルート等を確定し、元販売者サーバー
１６Ａの顧客管理部２１６により顧客登録がなされる。
　このときに、通常当該顧客に対する販売ルート及びランク付け並びにランクに基づく販
売単価又は掛け率が定まる。
　このように、商品購入を納品書発行代行システムによって行うにあたり、顧客登録がな
されていることが条件となる。
【０１０２】
　顧客登録は、顧客管理部２１６により、図１２に示すように、購入者たる顧客の情報の
管理、例えば、代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称又は氏名、フリガナ、ニックネー
ム、顧客コード（小売店コード＋枝番により構成される）、当該顧客を管理する代理店コ
ード、パスワード、納品先コード、販売ルート番号、顧客ランク、生年月日、電話番号、
ファックス番号、郵便番号、住所、メールアドレス、ＵＲＬ、納品先（納品先名称、住所
、納品先代表者、納品先担当者、納品先ＩＤ等を含む）等の項目を、顧客データベース部
３１６に格納し管理することにより行なわれる。
　あるいは、顧客の登録は、元販売者サーバー１６Ａの顧客管理部２１６によりＷＷＷサ
ーバー２０２によって送信される顧客登録画面をもって、代理店サーバー１４ａの顧客管
理部３６ａにより入力し登録する。
　顧客データベース部３１６の当該顧客を管理する代理店コードは、代理店サーバー１４
ａによってＷＷＷサーバー２０２により提供された顧客登録情報のための画面（インター
フェース）から入力されたデータが記録されたり、変更されたりすることにより記録され
る。
　顧客管理部２１６により、顧客に関するデータ及び当該顧客を管理する代理店及び小売
店を検索することができる。
【０１０３】
　また、次に、小売店登録について説明する。
　小売店登録は、小売店の情報の管理、例えば、代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称
、フリガナ、小売店コード（代理店コード及び枝番により構成される）、パスワード、販
売ルート番号、小売店ランク、電話番号、ファックス番号、住所、メールアドレス、ＵＲ
Ｌ、納品先（当該小売店が取引する顧客名称、住所、納品先代表者、納品先担当者、納品
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先コード等を含む）等の項目を、小売店データベース部３１５に格納し管理することによ
り行われる。
　あるいは、小売店の登録は、元販売者サーバー１６Ａの小売店情報管理部２１５により
ＷＷＷサーバー２０２によって送信される小売店登録画面をもって、代理店サーバー１４
ａの小売店情報管理部３５ａにより入力し登録する。
　小売店情報管理部２１５により、小売店に関するデータ及び当該小売店を管理する代理
店を検索することができる。
【０１０４】
　次に、本発明に係るネットワークを利用した商品購入に関する納品書発行代行システム
１０について、実施例について説明する。
　図２７、図２８及び図２９は、元販売者で商品が調達できかつ顧客クライアントから注
文を受けた代理店が、元販売者に発注し、納品書の発行代行を要求する場合であって、代
理店が複数の小売店から選択した一の小売店を介して商品を納品する場合における、商品
・サービス購入の流れを示すフローチャート図である。
【０１０５】
　まず、元販売者の納品書発行代行システム１０の運用管理者から、元販売者サーバー１
６Ａの商品管理部２１２及び代理店情報管理部２１４により、ＷＷＷサーバー２０２によ
って送り主サーバー１８に送信された画面によって、商品登録が行われるか、又は元販売
者サーバー１６Ａにより元販売者によって商品登録が行われた後、すなわち、商品・サー
ビス購入のための商品登録が行われた後、商品の購入がなされることになる。
【０１０６】
　代理店が顧客から商品の注文を受け付けた場合（ステップ２００）、代理店が依頼者と
なって、予め取得している代理店コードであるログインコードにより、本発明にかかる納
品書発行代行システム１０にログインする。その後、顧客クライアント１２から注文情報
を受け付けた代理店サーバー１４ａは、注文情報に基づき元販売者サーバー１６Ａに発注
するために、代理店サーバー１４ａより、元販売者サーバー１６Ａに、注文が確定した商
品内容、顧客への販売単価や納品先（配達先）情報等のより詳しい情報を送信して、該注
文情報に対応して納品書発行代行を元販売者サーバー１６Ａに要求する。
　ログイン後、図１５に示される発注システム処理メニューの画面（トップページ）が表
示され、「発注入力」ボタンがクリックされることで、図１６（ａ）に示される発注画面
が表示される（ステップ２０２）。
　続いて、発注画面に所定の納品先、商品及び該商品の数量等が記入される。
　注文情報としては、例えば、次のような情報を有する。
　・注文情報（発注番号（Ｎｏ．）、管理番号（Ｎｏ．）、注文日、代理店コード、代理
店名、納品先コード、合計金額を含む）
　・注文者情報（代理店コード、顧客の代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称又は氏名
、代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称又は氏名のフリガナ、郵便番号、住所、メール
アドレス、電話番号、ファックス番号）
　・注文商品情報（商品コード、商品名、個数、顧客ランクに基づく単価（代理店向け単
価、小売店向け単価、顧客向け単価）、送料、販売価格、商品に対する要望）
　以下、各処理の説明を行う。
【０１０７】
　まず、納品先である顧客を確定するために、納品先コードが入力される。納品先コード
が入力され納品先である顧客が確定すると、続いて、代理店は、該顧客からの注文情報に
基づき、小売店を選択する（ステップ２０４）。すなわち、代理店が複数の小売店と取引
の契約を締結している場合は、どの小売店を介して納品するのかを選択する必要がある。
そこで、小売店の選択が必要である場合は、納品先コードが入力され、例えば、「確認」
ボタンがクリックされたときに、図１６（ｂ）に示されるような小売店選択画面が、別途
表示されることで、小売店の選択が行われる。
　なお、このとき、小売店を特定する方法として、選択画面により行うだけでなく、直接
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、小売店に対応するコードを入力するようにしてもよい。
【０１０８】
　続いて、商品の商品コード、それに対応する注文数量が入力される。
　このとき、次に示すような手順によって、前記受注した商品を代理店により設定された
価格ランクに基づいた単価を示し、その単価によって自らの名の下に納品書を発行し且つ
顧客の納品先へ配送することを、元販売者サーバー１６Ａに依頼する（ステップ２０６）
。
【０１０９】
　元販売者サーバー１６Ａは、商品名又は商品コードが入力されると、在庫状況管理部２
２６で、元販売者の下にある商品の在庫を元販売者サーバー１６Ａにおいて管理されてい
る在庫状況データベース部３２６を閲覧して、確認する。
【０１１０】
　次に、代理店サーバー１４ａは、前記注文商品の詳細情報とともに前記受注した商品を
代理店により設定された価格ランクに基づいた単価を明示し、その単価によって小売店の
名の下に納品書を発行し且つ顧客の納品先へ配送することを、元販売者サーバー１６Ａに
依頼する。あわせて、前記注文商品の詳細情報とともに前記受注した商品を代理店により
設定された価格ランクに基づいた単価を明示し、その単価によって代理店の名の下に納品
書を発行することを、元販売者サーバー１６Ａに依頼する（ステップ２０６）。
　なお、代理店により設定された価格ランクに基づいた単価情報は、予め、元販売者サー
バー１６Ａの商品データベース部３１２に記録された単価情報から読み出すようにしても
よいし、販売ルート番号に関連付けされている単価情報を利用してもよい。
【０１１１】
　代理店サーバー１４ａから注文及び納品書代行発行し顧客である納品先へ配送すること
を指示された元販売者サーバー１６Ａは、その在庫状況管理部２２６により、商品コード
に基づいて、元販売者の下にある商品の在庫情報を記憶する在庫状況データベース部３２
６を検索し、元販売者の下にある商品の存在を確認する。
　在庫があれば、納品書発行管理部２２２に対して、納品書の発行を指示する（ステップ
２０８）。
　また、元販売者サーバー１６Ａは、入力された納品先コード、選択された小売店及び代
理店コードに基づいて、販売ルート番号を特定する。
【０１１２】
　元販売者サーバー１６Ａは、注文内容に従って注文管理部２２０及び納品書発行管理部
２２２により、注文データベース部３２０及び代行発行納品書フォーマットデータベース
部３２２を検索して顧客向け、小売店向け及び代理店向けの代行発行納品書フォーマット
データを抽出するととともに商品を出荷することを要求する出荷指示書を抽出する（ステ
ップ２１２）。
　元販売者サーバー１６Ａは、納品書発行代行のために、特定された販売ルート番号に基
づき、元販売者サーバー１６Ａの納品書発行管理部２２２により、代行発行納品書フォー
マットデータベース部３２２を検索して、当該顧客向け、当該小売店向け及び当該代理店
向けの納品書フォーマットデータを、それぞれ抽出する（ステップ２１２）。
　なお、販売ルート番号が管理する販売ルートが、元販売者、代理店及び小売店により定
まる販売ルートである場合において、代理店は、該販売ルート番号が管理をしない顧客ま
でを納品先の対象として、商品の納品を希望する場合もある。しかし、この場合は、販売
ルート番号に基づいて、顧客向け代行発行納品書フォーマットデータを抽出することがで
きない。そのため、販売ルート番号の管理外の顧客を対象として、商品の納品の発注が行
われた場合は、発注時に、顧客を選択する処理を行うか、若しくは、顧客を入力すること
で、顧客を特定する。そうすることで、元販売者サーバー１６Ａの納品書発行管理部２２
２は、代行発行納品書フォーマットデータベース部３２２から小売店の名の下に発行すべ
き該顧客向け納品書フォーマットデータを抽出することができる。
　元販売者サーバー１６Ａは、前記代理店サーバー１４ａからの注文情報に基づき、値入
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れの準備をする（ステップ２１０）。
　そして、発注時に入力された納品先コードに基づき、納品先の顧客に、該注文された商
品に関する顧客向けの代行発行納品書を、元販売者のもとより前記小売店の名の下に発行
し且つ顧客（納品先を含む）へ発送することができるようにするとともに、顧客（納品先
を含む）に該注文された商品を配送するための配送伝票を作成する。
　同時に、小売店に、該注文された商品に関する小売店向けの代行発行納品書を、元販売
者のもとより前記代理店の名の下に発行し、小売店に発送する。また、該注文された商品
に関する代理店向けの代行発行納品書を、元販売者のもとより前記元販売者の名の下に発
行し、代理店に発送する。
【０１１３】
　元販売者サーバー１６Ａの注文管理部２２０は、代理店より発注された商品の情報の管
理、例えば、発注番号、注文年月日、代理店コード、注文者である顧客の代表者氏名及び
／又は担当者氏名・名称又は氏名、購入金額等を登録し、注文データベース部３２０にお
いて記録し管理する。
　取引情報として、例えば、図２０に示すように次のような情報を有する。
　・注文情報（発注番号（Ｎｏ．）、管理番号（Ｎｏ．）、注文日、代理店コード、代理
店名、納品先コード、合計金額を含む）
　・注文者情報（代理店コード、顧客の代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称又は氏名
、代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称又は氏名のフリガナ、郵便番号、住所、メール
アドレス、電話番号、ファックス番号）
　・注文商品情報（商品コード、商品名、個数、顧客ランクに基づく単価（代理店向け単
価、小売店向け単価、顧客向け単価）、送料、販売価格、商品に対する要望）
　・代行発行納品書情報（顧客向け代行発行納品書フォーマット番号（Ｎｏ．）、小売店
向け代行発行納品書フォーマット番号（Ｎｏ．）、代理店向け代行発行納品書フォーマッ
ト番号（Ｎｏ．）、代理店コード、小売店コード、顧客コード）
　・出荷指示情報（納品先、納品先コード、出荷指示番号（Ｎｏ．）、出荷依頼番号（Ｎ
ｏ．））
　発注番号とは、代理店サーバー１４ａによりＷＥＢ発注入力を行った処理単位毎に代理
店サーバー１４ａ又は元販売者サーバー１６Ａによりシステム上で、発番される番号であ
り、代理店が発注した商品に関する情報の確認をするための確認番号である。この実施の
形態においては、発注番号は、元販売者にとっての受注番号であり、システム上１つのユ
ニークな番号とする。発注番号と同義の受注番号は、タイムバケット概念により分類管理
する。タイムバケットは、その日の出荷可能なものを区別するために（例えば、Ｐ．Ｍ．
５：００迄）、時間帯毎に及び／又は物流センター又は製造者（メーカー）毎に、商品の
属性として分類している。
　代理店コードとは、代理店を表す番号であり、代理店コードと枝番とで構成される。
　出荷指示番号とは、元販売者の物流センター等の送り主に対して同一納品先、発送日で
纏めた集合に対して、出荷指図単位に自動採番された番号をいう。
　出荷依頼番号とは、上記出荷指示番号とほぼ同格の扱いとなるものの、出荷を指示する
先が外部企業である製造者等の送り主である場合に、出荷指示番号として採番される番号
をいう。
　顧客向け、小売店向け及び代理店向け代行発行納品書番号とは、出荷指示番号・出荷依
頼番号に従って売上金額算出のための単価値入がされた出荷商品を伴った明細と一致する
単位で印字の際に処理単位毎にユニークに採番される。代行発行納品書番号は、予め、代
理店との間の約束事に従って採番されるが、代理店のオリジナル番号と重ならない番号と
する（例えば、番号の先頭が変わるかの、別の記号を付ける。）。
　管理番号とは、元販売者において伝票が発生したとき、元販売者サーバー１６Ａにより
自動採番される番号であり、伝票等の取引関係及び帳票を管理する番号である。
　注文に関する情報は、請求明細書・売上金元帳（売掛金管理簿）に記載され、管理番号
により取引追跡のキーとなる。
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　販売価格は、商品毎に[（単価）×個数]で計算され、表示される。
　合計金額は、一つの代行発行納品書毎の販売価格の合計である。
　この注文管理部２２０は、注文に関するデータを検索する機能を有する。
【０１１４】
　以下、各代行発行納品書の発行手順について、説明する。
　まず、元販売者サーバー１６Ａの納品書発行管理部２２２は、販売ルート番号に基づき
、代行発行納品書フォーマットデータベース部３２２より、顧客向け代行発行納品書フォ
ーマット番号に基づき、顧客向け代行発行納品書フォーマットを抽出する（ステップ２１
２）。
　そして、元販売者サーバー１６Ａの納品書発行管理部２２２は、図１７において示すよ
うに、注文データベース部３２０及び販売ルートデータベース部３３４より、納品先コー
ドに対応して、顧客の代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称又は氏名、住所、電話番号
等の顧客を判定する情報を抽出し、且つ、注文データベース部３２０より、注文情報（合
計金額等）、注文商品に関する情報（商品コード、商品名、数量、顧客向け単価、販売価
格）を抽出して、顧客向け代行発行納品書フォーマットにあてはめる。
　そして、納品書発行管理部２２２は、小売店の名の下に顧客向け代行発行納品書を発行
する（ステップ２１４）。
【０１１５】
　また、元販売者サーバー１６Ａの納品書発行管理部２２２は、販売ルート番号に基づき
、代行発行納品書フォーマットデータベース部３２２より、小売店向け代行発行納品書フ
ォーマット番号に基づき小売店向け代行発行納品書のフォーマットを抽出する（ステップ
２１２）。
　そして、元販売者サーバー１６Ａの納品書発行管理部２２２は、図１８において示すよ
うに、注文データベース部３２０及び販売ルートデータベース部３３４より、小売店コー
ドに対応して、小売店の代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称、住所、電話番号等の小
売店を判定する情報を抽出し、且つ、注文データベース部３２０より、注文情報（合計金
額等）、注文商品に関する情報（商品コード、商品名、数量、小売店向け単価、販売価格
）、小売店向け情報（発注番号（Ｎｏ．）を含む）を抽出して、小売店向け代行発行納品
書フォーマットに当てはめる。
　そして、納品書発行管理部２２２は、代理店の名の下に小売店向け代行発行納品書を発
行する（ステップ２１４）。
【０１１６】
　さらに、元販売者サーバー１６Ａの納品書発行管理部２２２は、販売ルート番号に基づ
き、代行発行納品書フォーマットデータベース部３２２より、代理店向け代行発行納品書
フォーマット番号に基づき代理店向け代行発行納品書のフォーマットを抽出する（ステッ
プ２１２）。
　そして、元販売者サーバー１６Ａの納品書発行管理部２２２は、図１９において示すよ
うに、注文データベース部３２０及び販売ルートデータベース部３３４より、代理店コー
ドに対応して、代理店の代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称、住所、電話番号等の代
理店を判定する情報を抽出し、且つ、注文データベース部３２０より、注文情報（合計金
額等）、注文商品に関する情報（商品コード、商品名、数量、代理店向け単価、販売価格
）、代理店向け情報（発注番号（Ｎｏ．）を含む）を抽出して、代行発行納品書フォーマ
ットに当てはめる。
　納品書発行管理部２２２は、元販売者の名の下に代理店向け代行発行納品書を発行する
（ステップ２１４）。
【０１１７】
　顧客向けの代行発行納品書は、注文日、合計金額等の注文情報、小売店の住所、代表者
氏名及び／又は担当者氏名・名称等の小売店を特定する情報、発注番号（Ｎｏ．）等の小
売店向け情報、代行発行納品書番号（Ｎｏ．）等の納品書特定情報、顧客向け単価、商品
コード、数量、販売価格等の商品に関する情報、顧客先名を含む顧客からの注文情報が表
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示される。
　また、小売店向けの代行発行納品書についても同様に、注文日、合計金額等の注文情報
、代理店の住所、代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称等の代理店を特定する情報、発
注番号（Ｎｏ．）等の代理店向け情報、代行発行納品書番号（Ｎｏ．）等の納品書特定情
報、小売店向け単価、商品コード、数量、販売価格等の商品に関する情報が表示される。
　さらに、代理店向けの代行発行納品書についても同様に、注文日、合計金額等の注文情
報、元販売者の住所、名称、代表者氏名・名称等の元販売者を特定する情報、発注番号（
Ｎｏ．）等の代理店向け情報、代行発行納品書番号（Ｎｏ．）等の納品書特定情報、代理
店向け単価、商品コード、数量、販売価格等に関する情報が表示される。
　それぞれの代行発行納品書番号は、ＱＲコード化してもよい。
　ＱＲコード化を付された商品を受け取った顧客は、ＱＲコードをリーダーで読み取るこ
とによって、代行発行納品書を確認し、発行することもできる。
【０１１８】
　元販売者サーバー１６Ａは、注文内容に従って注文管理部２２０及び納品書発行管理部
２２２により、注文データベース部３２０及び代行発行納品書フォーマットデータベース
部３２２を検索して、商品を出荷することを要求する出荷指示書を抽出する（ステップ２
１２）。
【０１１９】
　次に、出荷指示について説明する。
　出荷指示は、元販売者で商品が調達できかつ顧客クライアントから注文を受けた代理店
が元販売者に納品書の発行代行を要求する場合と、元販売者で商品が調達できかつ顧客ク
ライアントが直接元販売者に注文し納品書を発行代行される場合とのいずれかの場合も、
同様である。
　まず、元販売者サーバー１６Ａの納品書発行管理部２２２は、図２０に示すような、注
文情報（発注番号（Ｎｏ．）を含む）、注文者情報、出荷指示情報（納品先、納品先コー
ド、出荷指示番号（Ｎｏ．））及び注文商品情報（商品名、商品コード、個数）を含む出
荷指示書を発行する（ステップ２１４）。
　次に、元販売者の物流センターの送り主サーバー１８に、出荷指示書を送信して、出荷
指示をする（ステップ２１６）。
【０１２０】
　売り上げ管理部２２８は、注文データベース部３２０及び代行発行納品書フォーマット
データベース部３２２の情報を基にして、売り上げ情報を売り上げ情報データベース部３
２８に記録し、管理する。
【０１２１】
　上述したような発注時の手続により、商品の納品先の顧客、及び小売店が確定すること
で、販売ルートが確定することから、商品の配送等の商品の納品ルート、すなわち物流ル
ートが定まる。
【０１２２】
　次に、本発明に係るネットワークを利用した商品購入に関する納品書発行代行システム
１０について、上述した実施例とは、さらに異なる実施例について説明する。
　図３０は、元販売者で商品が調達できかつ小売店から注文を受けた代理店が、元販売者
に発注し、納品書の発行代行を要求する場合における、商品・サービス購入の流れを示す
フローチャート図である。
【０１２３】
　代理店が小売店から商品の注文を受け付けた場合（ステップ３００）、代理店が依頼者
となって、予め取得している代理店コードであるログインコードにより、本発明にかかる
納品書発行代行システム１０にログインする。その後、小売店から注文情報を受け付けた
代理店サーバー１４ａは、注文情報に基づき元販売者サーバー１６Ａに発注するために、
代理店サーバー１４ａより、元販売者サーバー１６Ａに、注文が確定した商品内容、小売
店への販売単価や納品先（小売店）情報等のより詳しい情報を送信して、該注文情報に対
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応して納品書発行代行を元販売者サーバー１６Ａに要求する。
【０１２４】
　ログイン後、図１５に示される発注システム処理メニューの画面（トップページ）が表
示され、「発注入力」ボタンがクリックされることで、図１６（ａ）に示される発注画面
が表示される（ステップ３０２）。続いて、発注画面に所定の納品先、商品及び該商品の
数量等が記入される。以下、各処理の説明を行う。
【０１２５】
　まず、納品先である小売店に対応する納品先コードが入力される。納品先コードが入力
され納品先である小売店が確定すると、続いて、代理店は、該小売店からの注文情報に基
づき、小売店を選択する（ステップ３０４）。すなわち、代理店は、複数の小売店と取引
の契約を締結していることから、どの小売店からの注文であるかを選択する必要がある。
そこで、小売店の選択が必要である場合は、納品先コードが入力され、例えば、「確認」
ボタンがクリックされたときに、図１６（ｂ）に示されるような小売店選択画面が、別途
表示されることで、小売店の選択が行われる。なお、このとき、小売店を特定する方法と
して、選択画面により行うだけでなく、直接、小売店に対応するコードを入力するように
してもよい。
　続いて、商品の商品コード、それに対応する注文数量が入力される。
　注文情報としては、例えば、次のような情報を有する。
　・注文情報（発注番号（Ｎｏ．）、管理番号（Ｎｏ．）、注文日、代理店コード、代理
店名、納品先コード、合計金額を含む）
　・注文者情報（代理店コード、小売店の代表者氏名及び／又は担当者氏名・名称、代表
者氏名及び／又は担当者氏名・名称のフリガナ、郵便番号、住所、メールアドレス、電話
番号、ファックス番号）
　・注文商品情報（商品コード、商品名、個数、顧客ランクに基づく単価（代理店向け単
価、小売店向け単価、顧客向け単価）、送料、販売価格、商品に対する要望）
　このとき、前記受注した商品を代理店により設定された価格ランクに基づいた単価を示
し、その単価によって自らの名の下に納品書を発行し且つ小売店へ配送することを、元販
売者サーバー１６Ａに依頼する（ステップ３０６）。
　なお、代理店により設定された価格ランクに基づいた単価情報は、予め、元販売者サー
バー１６Ａの商品データベース部３１２に記録された単価情報から読み出すようにしても
よいし、販売ルート番号に関連付けされている単価情報を利用してもよい。
【０１２６】
　元販売者サーバー１６Ａは、商品名又は商品コードが入力されると、在庫状況管理部２
２６で、元販売者の下にある商品の在庫を元販売者サーバー１６Ａにおいて管理されてい
る在庫状況データベース部３２６を閲覧して、確認する。
【０１２７】
　次に、代理店サーバー１４ａは、前記注文商品の詳細情報とともに前記受注した商品を
代理店により設定された価格ランクに基づいた単価を明示するか、若しくは、商品データ
ベース部３１２に記録された単価情報から読み出された単価によって代理店の名の下に納
品書を発行することを、元販売者サーバー１６Ａに依頼する（ステップ３０６）。
【０１２８】
　代理店サーバー１４ａから注文及び納品書代行発行し、納品先として小売店へ配送する
ことを指示された元販売者サーバー１６Ａは、その在庫状況管理部２２６により、商品コ
ードに基づいて、元販売者の下にある商品の在庫情報を記憶する在庫状況データベース部
３２６を検索し、元販売者の下にある商品の存在を確認する。
　在庫があれば、納品書発行管理部２２２に対して、納品書の発行を指示する（ステップ
３０８）。
　また、元販売者サーバー１６Ａは、入力された納品先コード、小売店及び代理店コード
に基づいて、販売ルート番号が特定される。
【０１２９】
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　元販売者サーバー１６Ａは、注文内容に従って注文管理部２２０及び納品書発行管理部
２２２により、注文データベース部３２０及び代行発行納品書フォーマットデータベース
部３２２を検索して小売店向け及び代理店向けの代行発行納品書フォーマットデータを抽
出するととともに商品を出荷することを要求する出荷指示書を抽出する（ステップ３１２
）。
　元販売者サーバー１６Ａは、納品書発行代行のために、特定された販売ルート番号に基
づき、元販売者サーバー１６Ａの納品書発行管理部２２２により、代行発行納品書フォー
マットデータベース部３２２を検索して、当該小売店向け及び当該代理店向けの納品書フ
ォーマットデータを、それぞれ抽出する（ステップ３１２）。
　元販売者サーバー１６Ａは、前記代理店サーバー１４ａからの注文情報に基づき、値入
れの準備をする（ステップ３１０）。
　そして、発注時に入力された納品先コードに基づき、納品先である小売店に、該注文さ
れた商品に関する小売店向けの代行発行納品書を、元販売者のもとより前記代理店の名の
下に発行し且つ小売店へ発送することができるようにするとともに、小売店に該注文され
た商品を配送するための配送伝票を作成する。
【０１３０】
　元販売者サーバー１６Ａの注文管理部２２０は、代理店より発注された商品の情報の管
理、例えば、発注番号、注文年月日、小売店コード、注文者である小売店の代表者氏名及
び／又は担当者氏名・名称、購入金額等を登録し、注文データベース部３２０において記
録し管理する。
　取引情報として、例えば、図２０に示すように次のような情報を有する。
　・注文情報（発注番号（Ｎｏ．）、管理番号（Ｎｏ．）、注文日、代理店コード、代理
店名、納品先コード、合計金額を含む）
　・注文者情報（代理店コード、小売店の名称、名称のフリガナ、郵便番号、住所、メー
ルアドレス、電話番号、ファックス番号）
　・注文商品情報（商品コード、商品名、個数、小売店ランクに基づく単価（代理店向け
単価、小売店向け単価））、送料、販売価格、商品に対する要望）
　・代行発行納品書情報（小売店向け代行発行納品書フォーマット番号（Ｎｏ．）、代理
店向け代行発行納品書フォーマット番号（Ｎｏ．）、小売店コード）
　・出荷指示情報（納品先、納品先コード、出荷指示番号（Ｎｏ．）、出荷依頼番号（Ｎ
ｏ．））
　発注番号とは、代理店サーバー１４ａによりＷＥＢ発注入力を行った処理単位毎に代理
店サーバー１４ａ又は元販売者サーバー１６Ａによりシステム上で、発番される番号であ
る。この実施形態においては、発注番号は、元販売者にとっての受注番号であり、システ
ム上１つのユニークな番号とする。発注番号と同義の受注番号は、タイムバケット概念に
より分類管理する。タイムバケットは、その日の出荷可能なものを区別するために（例え
ば、Ｐ．Ｍ．５：００迄）、時間帯毎に及び／又は物流センター又は製造者（メーカー）
毎に、商品の属性として分類している。
　発注番号とは、代理店単位で、代理店サーバー１４ａにより任意に付加された発注を識
別する番号であり、代理店が発注した商品の確認をするための番号である。
　出荷指示番号とは、元販売者の物流センター等の送り主に対して同一納品先、発送日で
纏めた集合に対して、出荷指図単位に自動採番された番号をいう。
　出荷依頼番号とは、上記出荷指示番号とほぼ同格の扱いとなるものの、出荷を指示する
先が外部企業である製造者等の送り主である場合に、出荷指示番号として採番される番号
をいう。
　小売店向け及び代理店向け代行発行納品書番号とは、出荷指示番号・出荷依頼番号に従
って売上金額算出のための単価値入がされた出荷商品を伴った明細と一致する単位で印字
の際に処理単位毎にユニークに採番される。代行発行納品書番号は、予め、代理店との間
の約束事に従って採番されるが、代理店のオリジナル番号と重ならない番号とする（例え
ば、番号の先頭が変わるかの、別の記号を付ける。）。
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　管理番号とは、元販売者において伝票が発生したとき、元販売者サーバー１６Ａにより
自動採番される番号であり、伝票等の取引関係及び帳票を管理する番号である。
　注文に関する情報は、請求明細書・売上金元帳（売掛金管理簿）に記載され、管理番号
により取引追跡のキーとなる。
　販売価格は、商品毎に｛（単価）×個数｝で計算され、表示される。
　合計金額は、一つの代行発行納品書毎の販売価格の合計である。
　この注文管理部２２０は、注文に関するデータを検索する機能を有する。
【０１３１】
　以下、各代行発行納品書の発行手順について、説明する。
　まず、元販売者サーバー１６Ａの納品書発行管理部２２２は、販売ルート番号に基づき
、代行発行納品書フォーマットデータベース部３２２より、小売店向け代行発行納品書フ
ォーマット番号に基づき小売店向け代行発行納品書のフォーマットを抽出する（ステップ
３１２）。
　そして、元販売者サーバーＡの納品書発行管理部２２２は、図１８において示すように
、注文データベース部３２０及び販売ルートデータベース部３３４より、小売店コード、
納品先コードに対応して、且つ、注文データベース部３２０より、注文情報（合計金額等
）、注文商品に関する情報（商品コード、商品名、数量、小売店向け単価、販売価格）、
小売店向け情報（発注番号（Ｎｏ．）を含む）を抽出して、小売店向け代行発行納品書フ
ォーマットに当てはめる。
　そして、納品書発行管理部２２２は、代理店の名の下に小売店向け代行発行納品書を発
行する（ステップ３１４）。
【０１３２】
　また、元販売者サーバー１６Ａの納品書発行管理部２２２は、販売ルート番号に基づき
、代行発行納品書フォーマットデータベース部３２２より、代理店向け代行発行納品書フ
ォーマット番号に基づき代理店向け代行発行納品書のフォーマットを抽出する（ステップ
３１２）。
　そして、元販売者サーバー１６Ａの納品書発行管理部２２２は、図１９において示すよ
うに、注文データベース部３２０及び販売ルートデータベース部３３４より、代理店コー
ドに対応して、代理店の名称、住所、電話番号等の代理店を判定する情報を抽出し、且つ
、注文データベース部３２０より、注文情報（合計金額等）、注文商品に関する情報（商
品コード、商品名、数量、代理店向け単価、販売価格）、代理店向け情報（発注番号（Ｎ
ｏ．）を含む）を抽出して、代理店向け代行発行納品書フォーマットに当てはめる。
　そして、納品書発行管理部２２２は、元販売者の名の下に代理店向け代行発行納品書を
発行する（ステップ３１４）。
【０１３３】
　小売店向けの代行発行納品書は、注文日、合計金額等の注文情報、代理店の住所、代表
者氏名及び／又は担当者氏名・名称等の代理店を特定する情報、発注番号（Ｎｏ．）等の
小売店向け情報、等の代理店向け情報、代行発行納品書番号（Ｎｏ．）等の納品書特定情
報、小売店向け単価、商品コード、数量、販売価格等の商品に関する情報等が表示される
。
　また、代理店向けの代行発行納品書についても同様に、注文日、合計金額等の注文情報
、元販売者の住所、代表者氏名・名称等の元販売者を特定する情報、発注番号（Ｎｏ．）
等の代理店向け情報、代行発行納品書番号（Ｎｏ．）等の納品書特定情報、代理店向け単
価、商品コード、数量、販売価格等に関する情報が表示される。
　それぞれの代行発行納品書番号は、ＱＲコード化してもよい。
　ＱＲコード化を付された商品を受け取った小売店は、ＱＲコードリーダーで読み取るこ
とによって、代行発行納品書を確認し、発行することもできる。
【０１３４】
　元販売者サーバー１６Ａは、注文内容に従って注文管理部２２０及び納品書発行管理部
２２２により、注文データベース部３２０及び代行発行納品書フォーマットデータベース
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部３２２を検索して、商品を出荷することを要求する出荷指示書を抽出する（ステップ３
１４）。
【０１３５】
　次に、出荷指示について説明する。
　出荷指示は、元販売者で商品が調達できかつ顧客クライアントから注文を受けた代理店
が元販売者に納品書の発行代行を要求する場合と、元販売者で商品が調達できかつ顧客ク
ライアントが直接元販売者に注文し納品書を発行代行される場合とのいずれかの場合も、
同様である。
　まず、元販売者サーバー１６Ａの納品書発行管理部２２２は、図２０に示すような、注
文情報（発注番号（Ｎｏ．）を含む）、注文者情報、出荷指示情報（納品先、納品先コー
ド、出荷指示番号（Ｎｏ．））及び注文商品情報（商品名、商品コード、個数）を含む出
荷指示書を発行する（ステップ３１４）。
　次に、元販売者の物流センターの送り主サーバー１８に、出荷指示書を送信して、出荷
指示をする（ステップ３１６）。
【０１３６】
　売り上げ管理部２２８は、注文データベース部３２０及び代行発行納品書フォーマット
データベース部３２２の情報を基にして、売り上げ情報を売り上げ情報データベース部３
２８に記録し、管理する。
【０１３７】
（元販売者で商品が調達できない場合）
　次に、元販売者の元において、在庫が無いことが確認されたときについて、主として図
３１に基づいて、説明する。
　元販売者で商品が調達できない場合でかつ顧客又は小売店から注文を受けた代理店が、
元販売者に商品を発注し、納品書の発行代行を要求する場合における、商品・サービス購
入の流れを示すフローチャート図である。
【０１３８】
　まず、元販売者サーバー１６Ａは、製造者等の外部企業にある送り主サーバー１８に納
品書の商品への添付指示及び注文された商品の発送の要求をする。
　前記したように、元販売者サーバー１６Ａは、発行した代行発行納品書とともに、出荷
依頼番号（Ｎｏ．）を採番して付された出荷依頼書を発行して送り主サーバー１８に送信
する（図２参照）。
【０１３９】
　出荷依頼については、前記出荷指示と類似しており、元販売者サーバー１６Ａの納品書
発行管理部２２２は、図２０に示すような、注文情報（発注番号（Ｎｏ．）を含む）、注
文者情報、出荷依頼情報（納品先、納品先コード、出荷依頼番号（Ｎｏ．））及び注文商
品情報（商品名、商品コード、個数）を、送り主サーバー１８に送信して、出荷依頼をす
る。
【０１４０】
　元販売者サーバー１６Ａは、注文情報（発注番号（Ｎｏ．）を含む）、注文者情報、出
荷依頼情報（納品先、納品先コード、出荷依頼番号（Ｎｏ．））及び注文商品情報（商品
名、商品コード、個数）を含む出荷依頼書と代行発行納品書とを、同時発行するのか否か
を選択する（ステップ４００）。
　元販売者サーバー１６Ａは、元販売者サーバー１６Ａにおいて同時に発行されるのでは
なく、前記した代行発行納品書の発行に準じ、納品書発行管理部２２２により、代行発行
納品書に記載すべき情報（注文情報、注文者情報、注文商品情報及び代行発行納品書情報
）を送り主サーバー１８に送信して（ステップ４０２）、送り主サーバー１８において発
行されるようにしてもよい（ステップ４０４）。
　又は、送り主サーバー１８により代行発行納品書フォーマット番号をキーとして、元販
売者サーバー１６Ａにおいて管理されている代行発行納品書フォーマットデータベース部
３２２から代行発行納品書フォーマットを抽出し、前記代理店の元で認定されたランクに
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基づく顧客向け価格、販売数量を表した、代行発行納品書が発行され、商品とともに納品
先に届けられるようにしてもよい。
【０１４１】
　送り主サーバー１８は、売り上げ情報として、代行発行納品書又は仕入れ（売り上げ）
伝票を、搬送責任を有する運送業者が採番した、送り状番号（Ｎｏ．）又は問い合わせ番
号（Ｎｏ．）も付けて、元販売者サーバー１６Ａに送信する。
【０１４２】
　元販売者サーバー１６Ａは、商品に発行された代行発行納品書が添付されて（もしくは
ＱＲコードが付されて）、商品が発送されると、売上伝票とともに又は売上伝票に代えて
、発行された代行発行納品書の控に関する情報を、代理店サーバー１４ａに送信する。
　このとき、元販売者サーバー１６Ａにおいて代理店に対する売り上げ番号（Ｎｏ．）が
採番され、該売上番号（Ｎｏ．）、発注番号（Ｎｏ．）、代理発行納品書（控）が代理店
サーバー１４ａに送られる。
【０１４３】
　なお、現金支払いの場合には、元販売者サーバー１６Ａより、出荷チェック情報が支払
処理機関サーバー８１０に向けて、送信され、支払処理機関サーバー８１０において、入
金チェックをすることにより、受注が確定する。
　また、支払処理機関サーバー８１０よりの指示により、元販売者サーバー１６Ａから代
理店サーバー１４ａに対し、売上伝票の送信及び／又は出荷確認のメールが配信される。
売上伝票には、発注番号（Ｎｏ．）、代行発行納品書フォーマット番号（Ｎｏ．）及び元
販売者で採番した売上番号（Ｎｏ．）が含められる。
【０１４４】
　また、掛け売りしたときには、売り上げ管理部２２８は、代行発行納品書フォーマット
データベース部３２２の情報を基にして、商品を代理店の顧客に掛売りしたときの未収代
金を売り掛け計上し、売り上げ情報データベース部３２８に記録して、顧客、代理店毎に
管理する。
　掛売り代金を回収した時には、売り上げ情報データベース部３２８と決済情報データベ
ース部３３２とを比較し、処理をする。
【０１４５】
　各顧客の商品購入に関するデータは、購入管理部２３０において、注文管理部２２０に
よって管理されている注文データベース部３２０の情報を受け取り、受注番号（Ｎｏ．）
、管理番号、注文年月日、合計金額等の注文情報、購入代理店名等の注文者情報、注文状
況、注文された商品に関する商品情報（商品名、商品コード、個数、単価、送料、販売価
格）を、購入データベース部３３０に記録し管理され、検索することもできる。
【０１４６】
　なお、前記元販売者サーバー１６Ａは、前記代理店サーバー１４ａに対し、顧客向け価
格、商品コード、数量、顧客先名を含む顧客からの注文データを、元販売者サーバー１６
Ａに送信することを促す注文登録画面を送信し、前記代理店サーバー１４ａから送信され
た前記注文登録画面に基づく注文情報を受信し、注文データベース部３２０に登録するよ
うにしてもよい。
【産業上の利用可能性】
【０１４７】
　上述したように、この発明によれば、売上計上及び仕入れ計上を早くすることができ、
商流と物流の一致を図る事ができる納品書発行が行えるネットワークを利用した納品書発
行代行システム及びその方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１４８】
【図１】本発明にかかるネットワークを利用した納品書発行代行システムを示す図解図で
ある。
【図２】本発明にかかるネットワークを利用した納品書発行代行システムを示す図解図で
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ある。
【図３】代理店サーバーを示す機能ブロック図である。
【図４】代理店サーバーにおけるデータベースサーバーを示す機能ブロック図である。
【図５】小売店サーバーを示す機能ブロック図である。
【図６】小売店サーバーにおけるデータベースサーバーを示す機能ブロック図である。
【図７】元販売者サーバーを示す機能ブロック図である。
【図８】元販売者サーバーにおけるデータベースサーバーを示す機能ブロック図である。
【図９】本発明にかかるネットワークを利用した納品書発行代行システムにおいて顧客に
送信される登録画面を示す図解図である。
【図１０】この発明にかかるネットワークを利用した納品書発行代行システムにおける代
理店の商品管理部のデータベースの図解図である。
【図１１】この発明にかかるネットワークを利用した納品書発行代行システムにおける元
販売者の商品管理部のデータベースの図解図である。
【図１２】この発明にかかるネットワークを利用した納品書発行代行システムにおける元
販売者の代理店、小売店及び顧客の管理データベースを示す図解図である。
【図１３】この発明にかかるネットワークを利用した納品書発行代行システムにおける代
理店の小売店及び顧客の管理データベースを示す図解図である。
【図１４】この発明にかかるネットワークを利用した納品書代行システムにおける販売者
の注文データベースの図解図である。
【図１５】処理選択機能表示画面である。
【図１６】（ａ）発注入力画面及び（ｂ）小売店選択画面である。
【図１７】この発明にかかるネットワークを利用した納品書発行代行システムにおいて元
販売者が発行する顧客向け代行発行納品書の図解図である。
【図１８】この発明にかかるネットワークを利用した納品書発行代行システムにおいて元
販売者が発行する小売店向け代行発行納品書の図解図である。
【図１９】この発明にかかるネットワークを利用した納品書発行代行システムにおいて元
販売者が発行する代理店向け代行発行納品書の図解図である。
【図２０】この発明にかかるネットワークを利用した納品書発行代行システムにおける元
販売者の注文情報ファイルを示す図解図である。
【図２１】製造者サーバーを示す機能ブロック図である。
【図２２】決済システムを含む、ネットワークを利用した納品書発行代行システムを示す
図解図である。
【図２３】ログインに関する情報（データ）を示す図解図である。
【図２４】販売ルートに関する情報（データ）を示す図解図である。
【図２５】注文に関する情報（データ）を示す図解図である。
【図２６】商品の価格に関する情報（データ）を示す図解図である。
【図２７】元販売者で商品が調達できかつ顧客クライアントから注文を受けた代理店が、
元販売者に発注し、納品書の発行代行を要求する場合であって、代理店が複数の小売店か
ら選択した一の小売店を介して商品を納品する場合における、商品・サービス購入の流れ
を示すフローチャート図である。
【図２８】本発明にかかるネットワークを利用した納品書発行代行システムを示す別の図
解図である。
【図２９】本発明にかかるネットワークを利用した納品発行代行システムを示す図解図で
ある。
【図３０】元販売者で商品が調達できかつ小売店から注文を受けた代理店が、元販売者に
発注し、納品書の発行代行を要求する場合における、商品・サービス購入の流れを示すフ
ローチャート図である。
【図３１】図２７及び図３０において、元販売者で商品が調達できない場合における、商
品・サービス購入の流れを示すフローチャート図である。
【符号の説明】
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【０１４９】
　１０　納品書発行代行システム
　１２　顧客クライアント(集中購買顧客クライアント)
　１４　販売者サーバー
　１４ａ　代理店サーバー
　１４ｂ　小売店サーバー
　１６Ａ　元販売者サーバー
　１６ａ　物流センターサーバー
　１８　送り主サーバー
　２０ａ、２０ｂ　データベースサーバー
　２２ａ、２２ｂ　ＷＷＷサーバー機能部
　２４ａ、２４ｂ　電子メール送受信部
　３０ａ、３０ｂ　運用管理部
　３２ａ、３２ｂ　商品管理部
　３４ａ、３４ｂ　元販売者情報管理部
　３５ａ　小売店情報管理部
　３５ｂ　代理店情報管理部
　３６ａ、３６ｂ　顧客管理部
　３８ａ　注文管理部
　４０ａ、４０ｂ　納品書発行管理部
　４２ａ、４２ｂ　メール管理部
　４４ａ　在庫状況管理部
　４６ａ、４６ｂ　売り上げ管理部
　５０ａ、５０ｂ　商品データベース部
　５２ａ　５２ｂ　元販売者データベース部
　５３ｂ　代理店データベース部
　５４ａ　注文情報データベース部
　５５ａ　小売店データベース部
　５６ａ、５６ｂ　顧客データベース部
　５８ａ、５８ｂ　メールデータデータベース部
　６０ａ、６０ｂ　代行発行納品書フォーマットデータベース部
　６２ａ、６２ｂ　決済情報データベース部
　６４ａ　売り上げ情報データベース部
　１００　ネットワーク
　２００　データベースサーバー
　２０２　ＷＷＷサーバー
　２０４　電子メール送受信部
　２１０　運用管理部
　２１２　商品管理部
　２１４　代理店情報管理部
　２１５　小売店情報管理部
　２１６　顧客管理部
　２１８　送り主管理部
　２２０　注文管理部
　２２２　納品書発行管理部
　２２４　メール管理部
　２２６　在庫状況管理部
　２２８　売り上げ管理部
　２３０　購入管理部
　２３４　販売ルート管理部
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　３１０　運用管理データベース部
　３１２　商品データベース部
　３１４　代理店データベース部
　３１５　小売店データベース部
　３１６　顧客データベース部
　３１８　送り主データベース部
　３２０　注文データベース部
　３２２　代行発行納品書フォーマットデータベース部
　３２４　メールデータデータベース部
　３２６　在庫状況データベース部
　３２８　売り上げ情報データベース部
　３３０　購入データベース部
　３３２　決済情報データベース部
　３３４　販売ルートデータベース部
　４００　データベースサーバー
　４０２　認証機能手段
　４０４　送り主情報管理手段
　４０６　出荷依頼管理手段
　４０８　納品書発行管理手段
　４１６　出荷依頼データベース部
　８００　決済システム
　８１０　支払処理機関サーバー
　８２０　金融機関

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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【図２３】 【図２４】

【図２５】 【図２６】
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【図２７】 【図２８】

【図２９】 【図３０】



(62) JP 2009-129007 A 2009.6.11

【図３１】
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